
は
じ
め
に

『
茶
会
集
』
は
１
前
報
告
で
も
述
べ
た
が
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ

る
茶
会
記
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
多
く
は
大
名
家
の
茶
会
の
記
録
で
あ
り
、
尾
張

徳
川
家
の
記
録
に
限
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
今
回
は
前
報
告
に
掲
載
し
た

表
１
「『
茶
会
集
』
に
記
録
さ
れ
る
茶
会
」
の
中
か
ら
茶
会
３
に
つ
い
て
評
釈
す

る
。
こ
の
茶
会
は
将
軍
家
光
が
毛
利
甲
斐
守
秀
元
に
命
じ
て
江
戸
城
の
山
里
御
数

寄
屋
で
開
い
た
も
の
で
あ
る
。『
茶
会
集
』
の
記
録
は
前
報
告
で
「
そ
の
時
々
で

書
き
と
め
ら
れ
て
き
た
茶
会
の
記
録
を
享
和
二
年
以
降
に
写
し
ま
と
め
た
も
の
」

と
推
測
し
た
が
、
茶
会
３
の
書
き
出
し
に
は
『
大
猷
院
様
御
代
』
と
記
さ
れ
て
お

*

い
し
い　

ち
え
み　

文
教
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
課
程
家
庭
専
修

り
、
家
光
の
死
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

渡
辺
良
次
郎
氏
の
２『
徳
川
家
光
と
茶
道
』
に
よ
れ
ば
「
家
光
も
秀
忠
に
倣
い
、

大
名
邸
を
歴
訪
し
て
い
る
。
し
か
し
、
秀
忠
が
死
去
し
て
か
ら
の
御
成
は
、
極

端
に
そ
の
回
数
が
減
少
し
（
中
略
）
こ
の
現
象
は
、
幕
府
の
支
配
体
制
が
固
ま

り
、
御
成
本
来
の
意
義
・
必
要
性
が
薄
れ
て
き
た
当
時
の
社
会
情
勢
、
あ
る
い
は

過
大
な
財
政
的
負
担
の
回
避
な
ど
に
理
由
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
推
測

し
て
い
る
。
秀
忠
の
死
後
、
家
光
に
よ
る
他
邸
へ
の
正
式
な
御
成
の
回
数
は
減
少

抄
録　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
茶
会
記
『
茶
会
集
』
を
前
報
告
に
引
き
続
き
、
今
回
は
茶
会
３
を
評
釈
す
る
。
こ
の
茶
会
は
将
軍
家
光
が
毛
利
甲
斐
守

秀
元
に
命
じ
て
江
戸
城
内
の
山
里
御
数
寄
屋
で
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
山
里
は
秀
忠
が
将
軍
で
あ
っ
た
と
き
に
古
田
織
部
に
命
じ
て
作
事
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
茶
会
に
際
し
て
特
に
作
り
替
え
た
り
は
せ
ず
、
茂
っ
た
枝
を
払
い
、
枯
れ
た
木
を
植
え
替
え
た
り
し
て
、
そ
の
ま
ま
使
っ
た
こ
と
が

『
毛
利
家
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
茶
会
の
正
客
は
家
光
、
相
伴
客
は
阿
部
備
中
守
正
次
、
永
井
信
濃
守
尚
政
、
堀
田
加
賀
守
正
盛
、
柳
生
但
馬
守
宗

矩
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
、
御
殿
で
の
饗
応
を
受
け
た
御
供
の
衆
は
一
千
余
人
、
山
里
に
て
の
振
舞
を
受
け
た
者
は
三
百
余
人
と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
規
模

な
茶
会
で
あ
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　
茶
会　

山
里
御
数
寄
屋　

家
光　

毛
利
秀
元

『
茶
会
集
』
の
評
釈
（
二
）
―
正
保
元
年
の
山
里
茶
会
―

石
井　

智
恵
美*

A
n A

nnotation of “C
hak
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し
た
が
、
渡
辺
氏
に
よ
れ
ば
「
寛
永
十
年
六
月
二
十
二
日
、
酒
井
忠
世
が
江
戸
城

西
の
丸
に
家
光
を
迎
え
、
饗
応
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
尾
張
義
直
・
紀
伊
頼
宜
・

水
戸
頼
房
・
堀
田
正
盛
・
土
井
利
勝
・
阿
部
重
次
・
永
井
尚
政
・
柳
生
宗
矩
・
毛

利
秀
元
・
阿
部
忠
秋
・
青
山
幸
成
・
酒
井
忠
勝
・
牧
野
親
成
・
板
倉
重
宗
・
内
田

正
信
・
朽
木
稙
綱
・
内
藤
忠
重
・
伊
達
政
宗
ら
が
二
ノ
丸
・
西
ノ
丸
で
家
光
を
饗

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
御
成
の
簡
素
化
現
象
で
あ
り
、
家
光
の
意
向
の

反
映
で
も
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
本
報
で
と
り
あ
げ
る
茶
会
３
は
、
正
保
元

年
（
一
六
四
四
）
十
月
九
日
に
毛
利
秀
元
が
江
戸
城
西
ノ
丸
の
山
里
御
数
寄
屋
で

家
光
を
饗
す
る
茶
会
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
規
模
は
大
き
く
、
２『
毛
利
家
記
』

に
よ
れ
ば
こ
の
日
、「
一
御
供
ノ
衆
於
御
殿
ノ
御
饗
一
千
余
人　

山
里
ニ
テ
ノ
御

振
舞
三
百
余
人
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
模
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、
ど

れ
ほ
ど
の
「
過
大
な
財
政
的
負
担
の
回
避
」
と
な
っ
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
こ

の
日
、
山
里
御
数
寄
屋
で
の
茶
会
の
後
、
家
光
は
御
相
伴
衆
と
共
に
御
殿
の
広
間

へ
出
御
し
、
御
能
三
番
（
高
砂
・
八
嶋
・
井
筒
）
を
鑑
賞
し
た
が
、
そ
れ
に
先
立

ち
茶
会
の
次
第
の
中
で
の
御
本
膳
（
後
述
）
と
は
別
に
「
式
正
の
御
膳
」
が
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「　
　
　
　
　

初
献

　
　
　
　

昆
布

　
　
　
　

勝
栗　
　
　

熨
計

　
　
　
　

数
ノ
子

　
　
　
　
　
　
　
　

御
雑
煑

　
　
　
　

梅
干

　
　
　
　
　

御
吸
物　

鯛
ヒ
レ

　
　
　
　

御
本
膳

塩
引　
　

タ
コ　

カ
マ
ホ
コ　
　

塩
カ
ワ
ラ
ケ

　
　

ア
エ
マ
セ　
　

御
湯
漬

カ
ウ
ノ
物　
　

フ
タ
メ
桶　
　

箸
ノ
臺

　
　
　

二
（
ノ
膳
）

カ
ラ
ス
ミ　

鮎　

御
汁
ア
ツ
メ

　
　

貝
盛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鳥

※
タ
リ　

サ
メ
ノ
魚
ナ
リ　
　

ク
ラ
ゲ　
　
　

御
汁　

 

フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
房

　
　
　

三
（
ノ
膳
）

　
　

羽
モ
リ　
　
　
　
　
　
　

御
汁　

鯉　
　
　
　
　
　
　
※
タ
リ

　
　
　
　
　

サ
ゞ
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ニ
タ
リ
」
か
。

　
　

船
モ
リ　
　
　
　
　
　
　

御
汁　

鯛　
　
　
　
　
　
　
　

小
型
の
サ
メ
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ナ　
　
　

　
　
　
　

御
吸
物　

ヒ
シ
ホ
イ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ノ
花
イ
リ

　
　
　
　

御
盃
ノ
臺

　
　
　
　
　
　

二
ツ
星　

カ
ラ
ス
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
リ

　
　
　
　

御
菓
子　

九
種　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

後
述
の
本
文
中
の
注
（
１
）、（
52
―
㉔
・
㉕
）
で
も
示
す
が
、
家
光
の
茶
湯
の
心

得
は
渡
辺
氏
に
よ
れ
ば
「
か
な
り
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
」
と
し
て
い
る
。
寛

永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
九
月
十
六
日
（
家
光
三
十
七
歳　

茶
会
２
参
照
）
の
記

録
に
よ
れ
ば
、
家
光
の
命
に
よ
り
品
川
御
殿
に
お
い
て
毛
利
甲
斐
守
秀
元
が
家
光

に
御
茶
を
奉
献
し
た
が
、
そ
の
時
の
秀
元
の
手
前
を
家
光
は
覚
え
て
い
な
い
と
し

て
い
る
。
更
に
正
保
三
年
（
一
六
四
六
、
家
光
四
二
歳
）
七
月
廿
七
日
に
は
、
叔

父
で
あ
る
尾
張
大
納
言
義
直
卿
を
饗
す
る
茶
会
で
「
御
手
に
な
や
み
ま
し
ま
す
ゆ

え
」
と
い
う
理
由
で
永
井
信
濃
守
尚
政
に
名
代
と
し
て
茶
を
点
て
さ
せ
て
い
る
。

尚
政
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
五
月
廿
八
日
に
も
同
じ
く
家
光
の
叔
父
で
あ
る

紀
伊
大
納
言
頼
宣
卿
を
饗
す
る
茶
会
で
家
光
の
名
代
と
し
て
茶
を
点
じ
て
い
る
。

家
光
は
自
身
で
手
（
点
）
前
を
せ
ず
、
茶
の
湯
の
得
意
な
永
井
尚
政
に
委
ね
て
い

『茶会集』の評釈（二）
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る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
家
光
は
御
茶
の
手
前
に
関
し
て
は
不
得
手
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

凡
例

一
、
本
書
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
の
架
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
の
体
裁
を
残
す
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
現

在
不
使
用
の
古
体
字
・
異
体
字
は
■
で
表
し
、
そ
の
下
に
〔　

〕
括
弧
で

現
在
の
文
字
を
入
れ
た
。

一
、『
毛
利
家
記
』
は
内
閣
文
庫
所
蔵
の
全
六
巻
本
を
用
い
た
。

一
、『
角
川
茶
道
大
辞
典
』
は
本
文
中
で
は
『
角
川
茶
道
』
と
略
し
た
。

一
、『
新
版
茶
道
大
辞
典
』
は
本
文
中
で
は
『
新
版
茶
道
』
と
略
し
た
。

一
、『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
は
本
文
中
で
は
『
日
国
Ⅱ
』
と
略
し
た
。

一
、
本
書
の
翻
刻
・
掲
載
の
御
許
可
を
賜
っ
た
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
厚
く
深

謝
い
た
し
ま
す
。

表
紙　

乾

表
紙　

坤

「教育学部紀要」文教大学教育学部　第 53 集　2019 年　石井　智恵美

（　11　）
― 296 ―



〔
茶
会
３　

影
印
〕

〔
茶
会
３　

原
文
〕

大
猷
院
様（

１
）御

代

一　

正
保
元
申
十
月
五
日（

２
）毛

利
甲
斐
守
秀
元（

３
）出

　
　

西
丸
御
茶
指
上

　
　
　
　
　

山
里（

４
）御

数
寄
屋

　
　
　
　

懸
物　
　
　
　

南
堂

　
　
　
　

花
入　
　
　
　

桃
尻（

５
）　

長
薄
板
ニ
置

　
　
　
　
　

花
盆
唐
物
有
乳
手（

６
）小

刀
二
本
高
麗
刀（

７
）

　
　
　
　
　

壱
ツ
花
入
水
次
染
付
友
蓋

　
　
　
　

御
釜　
　
　
　

漳
（
障
）
破
利（

８
）　

名
物

　
　
　
　

水
指　
　
　
　

冠
箱　
　

名
物

　
　
　
　

茶
入　
　
　
　

国
清
寺　

名
物

　
　
　
　
　
　

袋　

丹
地
丸
龍
ノ
金
襽

　
　
　
　

御
茶
碗　
　
　

今
焼（

９
）

　
　
　
　

御
茶
杓　
　
　

古
田
織
部（

（1
（

作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虫
喰（

（1
（

竹

　
　
　
　

御
水
次　
　
　

片
口
イ
シ
ゝ
塗（

（1
（

　
　
　
　

蓋
置　
　
　
　

竹
輪

　
　
　
　

炭
斗　
　
　
　

ふ
く
へ

『茶会集』の評釈（二）

（　12　）
― 295 ―



　
　
　
　

御
香
合　
　
　

圓
青
貝　

伽
羅
夕
雰
入
テ

　
　
　
　

羽
箒　
　
　
　

鶴
ノ
蚊
橋
羽（

（1
（

　
　
　
　

御
下
飜
茶
碗（

（1
（

　

白
高
麗

　
　
　
　
　

御
勝
手
之
間

　
　
　
　

香
炉　
　
　

高
麗
白
手
ノ
獅
子

　
　
　

香
合
弐
ツ　

壱
ツ
四
角
蒔
繪　

片
輪
車（

（1
（

　
　
　
　
　

東
山
殿
御
物
内
ニ
薫
物
ヲ
入
一
ツ
菱
形

　
　
　
　

青
貝　

唐
物
内
ニ
伽
羅
大
井
川
ヲ
入

　
　
　
　

→
省
略
部
分
①（

（1
（

　
　
　
　

掛
箒　
　
　
　

鶴
ノ
本
白（

（1
（

　
　
　
　

御
茶
釜　
　
　

八
景（

（1
（

　

自
在（

（1
（

ニ
懸
ル

　
　
　
　
　

休
臺
子（

（2
（

　
　
　
　

御
茶
入　
　
　

尻
ふ
く
ら（

（2
（

黒
楽（

（2
（

　

名
物

　
　
　
　
　

袋　

白
極（

（2
（

　
　
　
　
　
　

イ
イ
シ
ヤ
ウ
ノ
盆（

（2
（

ニ
載

　
　
　
　

天
目　

灰
擔（

（2
（
　

名
物
臺
ニ
載

　
　
　
　
　

臺　

天
笠
着（

（2
（
　
　

名
物

　
　
　
　

茶
杓　

シ
ュ
ト
ク（

（2
（
　

竹
節
な
し

　
　
　
　

水
指　

唐
金　

象
耳　

友
蓋

省
略
部
分
①
有
→
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水
覆
（
み
ず
こ
ぼ
し
）　

金
之
物　

三
足

　
　
　
　

蓋
置　
　
　
　

金
之
塔

　
　
　
　

茶
筅
置　
　
　

高
麗
平
茶
碗

　
　
　
　

→
省
略
部
分
②（

（2
（

　
　
　
　
　

十
畳
敷

　
　
　
　

→
省
略
部
分
③（

（2
（

　
　
　
　
　
　

二
畳
臺
上
段
之
棚（

（3
（

　
　
　
　

御
花
入　
　
　

金
ノ
物
口
ニ
鍔
有
圓
イ
シ
ゝ
（
イ
ジ
イ
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塗
簿
板
ニ
ノ
ル

　
　
　
　

御
釜　
　
　
　

楊
貴
妃　
　

名
物

　
　
　
　
　
　

御
袋
棚

　
　
　
　

御
茶
入　
　
　

高
麗　

或
高
原

　
　
　
　
　
　

袋
柿
地
壊
梅（

（3
（

ニ
丸
龍
金
钄

　
　
　
　

御
茶
碗　
　
　

吉
野
高
麗（

（3
（

　
　
　
　

御
茶
杓　
　
　

利
休
写
織
部
作　

サ
ヒ
竹（

（3
（

　
　
　
　

水
指　
　
　
　

南
蛮
物　
　

有
鍔

　
　
　
　

水
飜　
　
　
　

鈴
滅
金
彫
ア
リ
木
香
形　

　
　
　
　

蓋
置　
　
　
　

竹
輪

　
　
　
　
　
　

右
之
外　
　

御
写
々
々
之
飾
略
之（

（3
（

　
　
　
　

→
省
略
部
分
④（

（3
（

　
　
　
　
　

御
数
寄
屋
御
献
立

　
　
　
　
　
　

御
本
膳

省
略
部
分
②
有
→

省
略
部
分
③
有
→

省
略
部
分
④
有
→
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鰶（
（3
（

　
　
　
　
　
　
　

生
薑（

（3
（

　
　
　
　
　
　

御
汁　
　

ア
ン
カ
ウ

　
　
　
　

御
鱠　

栗

　
　
　
　
　
　
　

山
葵　
　
　
　
　
　

御
食

　
　
　
　
　
　
　

密
柑

　
　
　
　
　
　

香
之
物

　
　
　
　
　
　
　

二

　
　
　
　
　
　
　

鯛
鳥

　
　
　
　

杦
焼　

鰡（（3
（

ノ
臍（

（3
（

　
　
　
　
　

御
汁　
　

鳫
牛
蒡

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

獨
活（

（4
（

　
　
　
　
　
　

切
焼　
　
　
　
　
　
　

鮭　
　
　

青
串

　
　
　
　

御
引
物

　
　
　
　
　

小
鯛　
　

一
ツ
焼（

（4
（

　
　
　

煮
鳥　
　

鴨　
　
　

枸
杷（

（4
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
め
和（

（4
（

　
　
　
　
　

御
吸
物　

鮒蛎　

白
魚

　
　
　
　
　
　

御
肴

　
　
　
　
　

〔
た
い（（4

（

ら
ぎ
〕
蒲
鉾　

鱲
子（

（4
（

　

焼
鳥　

鶉

　
　
　
　
　

煮 （
（4
（

染　

〔
ふ
〕
小
細
螺（

（4
（
　

常
伏　

韋
魚（

（4
（

　
　
　
　
　
　

御
菓
子

　
　
　
　
　

著
蕷（

（4
（

　
　

紕
水（

（5
（

　
　

美
濃
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
相
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
豊
後
守
正
次（

（5
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
井
美
濃
守
尚
政（

（5
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掘
田
加
賀
守
正
盛（

（5
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
生
但
馬
守（

（5
（
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御
数
寄
屋
之
御
花
ハ

　
　
　

公
方
様
被
拵
梅
と
菊
也

一　

御
能
過
又
御
数
寄
屋
江
被
為
入
此
時

　
　

尊
圓
法
親
王
之
被
極
タ
ル
イ
ロ
ハ
ヲ
曲
輪
之

　
　

盆
ニ
載
テ
献
上
ス

　
　
　

此
節
金
森
丸
壷
被
下
也

〔
現
代
語
訳
〕

大
猷
院
様
の
御
代

一　

正
保
元
年
甲
十
月
五
日
（
正
し
く
は
九
日
）
に
毛
利
甲
斐
守
秀
元
が
西
丸
に

出
御
し
、
将
軍
家
光
に
御
茶
を
差
し
上
げ
た
。
場
所
は
山
里
御
数
寄
屋
で
あ
る
。

掛
物
は
南
堂
の
墨
蹟
、
花
入
は
桃
尻
で
長
い
薄
板
の
上
に
置
か
れ
て
い
た
。
花
盆

は
唐
物
で
乳
手
（
取
手
）
が
あ
る
。
小
刀
二
本
と
高
麗
の
刀
（
ハ
サ
ミ
）
壱
つ
、

花
入
、
水
次
、
染
付
の
共
蓋
。
御
釜
は
漳
破
利
（
上
張
）
で
名
物
で
あ
る
。
水
指

は
冠
箱
で
名
物
で
あ
る
。
茶
入
は
国
清
寺
と
い
う
銘
で
名
物
で
あ
る
。
仕
覆
は
丹

地
で
丸
龍
の
金
襴
で
あ
る
。
御
茶
碗
は
今
焼
。
御
茶
杓
は
古
田
織
部
作
の
虫
喰
竹

で
あ
る
。
御
水
次
は
片
口
の
イ
ジ
イ
ジ
塗
り
。
蓋
置
は
竹
輪
。
炭
斗
は
瓢
箪
で
あ

る
。
御
香
合
は
円
い
青
貝
で
伽
羅
の
夕
雰
（
霧
）
を
入
れ
て
あ
る
。
羽
箒
は
鶴
の

蚊か
す
り
ば
ね

擂
羽
。
御
下
飜
（
建
水
に
代
用
し
た
）
茶
碗
は
白
高
麗
で
あ
る
。

お
勝
手
の
間
の
室
礼
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

香
炉
は
高
麗
の
白
手
の
獅
子
の
飾
り
の
つ
い
た
香
炉
。
香
合
は
二
つ
あ
り
、
一

つ
は
四
角
で
片
輪
車
の
模
様
の
蒔
絵
が
あ
る
。
こ
の
東
山
殿
御
物
の
中
に
薫
物
を

入
れ
る
。
も
う
一
つ
は
菱
形
の
青
貝
の
香
合
で
唐
物
で
あ
る
。
中
に
伽
羅
の
大
井

川
を
入
れ
る
。
掛
箒
は
鶴
の
本も

と
じ
ろ白

の
羽
で
あ
る
。
御
茶
釜
は
八
景
の
模
様
が
あ

り
、
自
在
に
懸
か
っ
て
い
た
。
休
臺
子
の
上
の
飾
り
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
御

茶
入
は
尻
ふ
く
ら
型
の
黒
楽
茶
入
で
名
物
で
あ
る
。
仕
覆
は
白は

く
ぎ
ょ
く
ど
ん
す

極
緞
子
で
佳ケ

イ
シ
ョ
ウ漿
の

盆
に
載
せ
て
あ
っ
た
。
天
目
は
灰
か
つ
ぎ
茶
碗
で
名
物
の
台
に
載
せ
て
あ
っ
た
。

台
は
尼
崎
台
で
名
物
で
あ
る
。
茶
杓
は
珠シ

ュ
ト
ク徳

作
で
竹
の
節
は
な
い
。
水
指
は
唐
金

製
で
象
耳
が
付
き
、
共
蓋
が
あ
る
。
水み

ず
こ
ぼ
し覆

は
金
属
製
で
三
足
が
あ
る
。
蓋
置
は
金

の
塔
の
形
を
し
て
い
る
。
茶
筅
置
は
高
麗
の
平
茶
碗
で
あ
る
。

十
畳
敷
の
間
の
室
礼
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

二
畳
敷
の
台
の
上
段
の
棚
の
飾
り
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
御
花
入
は
金
属
製
の

物
で
口
に
鍔
が
あ
り
円
い
イ
ジ
イ
ジ
塗
り
の
薄
板
に
載
せ
る
。
御
釜
の
銘
は
楊
貴

妃
で
あ
り
、
名
物
で
あ
る
。
御
袋
棚
の
上
の
飾
り
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
御
茶
入

は
高
麗
物
、
或
い
は
高
原
物
で
あ
る
。
仕
覆
は
柿
地
の
壊こ

ぼ
れ
う
め梅

模
様
に
丸
龍
の
金

襴
。
御
茶
碗
は
吉
野
高
麗
。
御
茶
杓
は
利
休
の
写
し
で
織
部
作
。
さ
び
竹
で
あ

る
。
水
指
は
南
蛮
物
で
鍔
が
あ
る
。
建
水
は
錫
の
メ
ッ
キ
が
な
さ
れ
彫
物
の
あ
る

木
香
形
で
あ
る
。
蓋
置
は
竹
輪
で
あ
る
。
右
の
他
、
記
録
す
べ
き
飾
り
は
多
々
あ

る
が
省
略
し
た
。

御
数
寄
屋
で
振
舞
わ
れ
た
お
献
立
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
御
本
膳
は
御
鱠

（
鰶
・
生
薑
・
栗
・
山
葵
・
蜜
柑
）、
御
汁
（
具
は
ア
ン
コ
ウ
）、
御
飯
と
香
の
物
。

二
の
膳
は
、
杉
焼
（
鯛
・
鳥
・
ぼ
ら
の
臍
）、
御
汁
（
具
は
鴈
・
午
房
・
独
活
）、

切
焼
は
鮭
の
青
串
。
御
引
物
は
小
鯛
の
一
つ
焼
、
鴨
の
煮
鳥
、
枸く

こ杞
の
新
芽
和

『茶会集』の評釈（二）

（　16　）
― 291 ―



え
。
御
吸
物
は
（
鮒
・
か
き
・
白
魚
）。
御
肴
は
た
い
ら
ぎ
、
蒲
鉾
、
か
ら
す
み
、

焼
鳥
は
鶉
、
煮
し
め
は
麩
と
小
さ
ざ
え
、
と
こ
ぶ
し
、
た
こ
で
あ
る
。
御
菓
子
は

薯や
ま
の
い
も

蕷
、
寄よ

り
み
ず水

と
い
う
菓
子
、
美
濃
柿
で
あ
る
。

御
相
伴
は
阿
部
豊
後
守
正
次
（
正
し
く
は
、
備
中
守
）、
永
井
美
濃
守
尚
政

（
正
し
く
は
、
信
濃
守
）、
堀
田
加
賀
守
正
盛
、
柳
生
但
馬
守
宗
矩
で
あ
っ
た
。
御

数
寄
屋
の
御
花
は
、
公
方
様
（
家
光
）
が
梅
と
菊
と
を
生
け
ら
れ
た
。

一　

御
能
が
過
ぎ
て
ま
た
御
数
寄
屋
へ
入
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
尊
円
法
親
王
が
書

か
れ
た
「
い
ろ
は
」
の
書
を
曲
輪
の
盆
に
載
せ
て
献
上
し
た
。
此
の
折
、
金
森
丸

壷
が
下
さ
れ
た
。

（
注
）

（
１
）
大
猷
院　

江
戸
幕
府
第
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
法
号
。
家
光
は
二
代
将

軍
秀
忠
の
次
男
で
あ
り
、
母
は
秀
忠
の
正
室
お
江
。
幼
名
は
竹
千
代
。
生
没

年
は
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
七
月
一
七
日
～
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
四

月
二
十
日
。
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
正
三
位
権
大
納
言
と
な
り
、
同
九
年

（
一
六
二
三
）
将
軍
宣
下
を
受
け
た
。
こ
の
時
、
従
一
位
左
大
臣
に
進
む
。
将

軍
在
位
は
元
和
九
年
～
慶
安
四
年
ま
で
の
約
二
八
年
間
で
あ
る
。
家
光
が
い
つ

頃
か
ら
茶
の
湯
を
嗜
み
始
め
た
の
か
、
そ
の
確
か
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
、
徳
川
将
軍
家
が
徳
川
一
門
に
対
し
て
行
っ
た
初
め
て
の
御
成
と
さ
れ
て

い
る
元
和
九
年
二
月
十
三
日
の
尾
張
徳
川
鼠
穴
邸
へ
の
秀
忠
の
御
成
の
五
日
後

に
家
光
（
当
時
二
十
歳
）
も
尾
張
邸
へ
の
御
成
を
果
た
し
て
い
る
。
２
渡
辺
良

次
郎
氏
は
「
当
時
、
御
成
の
次
第
と
し
て
茶
湯
が
饗
応
の
主
部
を
占
め
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
頃
す
で
に
か
な
り
の
茶
湯
の
心
得
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。」

と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
毛
利
家
記　

六
終
』
に
は
「
一
正
保

元
年
八
月
下
旬
ノ
比
家
光
将
軍
、
秀
元
卿
ヘ
被
仰
シ
ハ
甲
斐
守
数
寄
ノ
道
不
暗

由
聞
シ
故
先
年
品
川
ニ
テ
手
前
ヲ
見
タ
リ
ト
雖
モ
其
時
ハ
遊
具
ノ
ミ
ニ
テ
強
ニ

手
前
ノ
ヿこ
と

心
ニ
不
留
候
、
近
年
ハ
数
寄
ノ
道
瓦
礫
ニ
成
リ
テ
面
を
任
我
意
其
の

道
猥
礼
タ
リ
ト
覚
ケ
レ
ハ
、
西
ノ
丸
ノ
山
里
ニ
テ
今
一
度
数
寄
ノ
奥
行
候
ヘ
ト

御
諚
有
シ
」
と
あ
る
。
こ
の
「
先
年
品
川
ニ
テ
手
前
ヲ
見
タ
リ
」
と
い
う
の
は

寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
九
月
一
六
日
（
１
前
報
告 

茶
会
２ 

参
照
）
に
秀

元
が
品
川
に
お
い
て
家
光
に
お
茶
を
奉
献
し
た
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
を
見
る

と
、
家
光
は
茶
の
手
前
の
こ
と
は
気
に
し
て
い
な
い
様
子
が
窺
え
、
こ
の
時
か

ら
遡
る
こ
と
一
七
年
、
元
和
九
年
の
当
時
の
家
光
は
ま
だ
茶
の
湯
に
対
す
る
関

心
が
希
薄
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
２
）
正
保
元
申
（
一
六
四
四
）
十
月
五
日　

本
茶
会
が
西
ノ
丸
山
里
御
数
寄
屋

で
行
わ
れ
た
日
で
あ
る
が
、
正
し
く
は
十
月
九
日
で
あ
る
。『
毛
利
家
記　

六

終
』
に
よ
れ
ば
「
十
月
九
日
ニ
御
数
寄
屋
ノ
催
可
有
旨
被
仰
シ
ニ
依
テ
」、
更

に
「
先
西
ノ
丸
ノ
惣
疊
ヲ
新
シ
ク
敷
替
十
月
五
日
ヨ
リ
御
座
席
ヲ
カ
サ
ラ
セ
給

ヒ
シ
」
と
あ
り
、
先
ず
は
、
畳
を
新
し
く
敷
き
替
え
た
後
の
十
月
五
日
よ
り
道

具
類
の
準
備
を
始
め
、
十
月
九
日
に
饗
応
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
３
）
毛
利
甲
斐
守
秀
元
「
寛
永
十
七
年
九
月
一
六
日　

毛
利
甲
斐
守
秀
元　

於

品
川　

御
茶
奉
献
」
１
前
報
告
の
茶
会
２
の
注
（
５
）
参
照
。
３『
徳
川
実
記
』

（
大
猷
院
記
）
に
よ
れ
ば
秀
忠
・
家
光
の
茶
に
関
わ
る
記
述
の
中
に
秀
元
も
し

ば
し
ば
登
場
す
る
。
以
下
に
示
す
。

（
献
茶
）

①
寛
永
十
七
年
九
月
十
六
日
条　

品
川
の
御
殿
に
て
。
毛
利
甲
斐
守
秀
元
（
家

光
に
）
御
茶
奉
る
。

②
正
保
元
年
十
月
九
日
条　

山
里
の
御
茶
室
に
て
毛
利
甲
斐
守
秀
元
（
家
光

に
）
御
茶
を
献
ず
。

（
相
伴
）

①
寛
永
五
年
正
月
十
九
日
条　

西
城
に
て
朝
夕
両
度
の
御
茶
事
（
大
御
所
秀

忠
）
あ
り
。
秀
元
は
夕
の
茶
事
の
客
。

②
寛
永
七
年
四
月
十
一
日
条　

大
御
所
（
秀
忠
）
仙
臺
中
納
言
正
宗
卿
の
も
と

へ
行
か
れ
た
。
秀
元
も
相
伴
客
と
し
て
陪
す
。

③
寛
永
七
年
十
月
五
日
条　

今
日
も
西
城
に
て
（
家
光
の
）
御
茶
あ
り
。
秀
元

は
朝
の
茶
事
の
客
。
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④
寛
永
八
年
正
月
二
十
一
日
条　

西
城
に
て　

大
御
所
（
秀
忠
の
）
御
茶
事
あ

り
。
秀
元
は
夕
の
茶
事
の
客
。

⑤
寛
永
八
年
二
月
三
日
条　

御
茶
事
（
家
光
）
あ
り
。
秀
元
は
夕
の
茶
事
の

客
。

⑥
寛
永
十
一
年
三
月
朔
日
条　

御
茶
（
家
光
）
あ
り
。
三
卿
幷
秀
元
に
御
茶
を

た
ま
う
。

⑦
寛
永
十
二
年
正
月
十
一
日
条　

御
茶
事
（
家
光
）
あ
り
。
秀
元
は
夕
の
茶
事

の
客
。

⑧
寛
永
十
三
年
七
月
十
日
条
（
家
光
）
尾
紀
水
の
三
卿
を
二
丸
茶
寮
に
招
き
、

御
茶
給
わ
る
。
秀
元
も
伴
食
。
永
井
信
濃
守
尚
政
御
名
代
と
し
て
。
點
茶
。

御
仕
え
し
た
の
で
。
御
衣
幷
上
下
を
給
わ
る
。

⑨
寛
永
十
六
年
十
一
月
十
一
日
条　

数
寄
屋
に
て
今
朝
尾
水
両
卿
幷
秀
元
（
家

光
よ
り
）
御
茶
を
給
わ
る
。

⑩
寛
永
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
条
（
家
光
）
澁
谷
邊
へ
行
か
れ
、
柳
生
但
馬

守
宗
矩
の
も
と
に
立
寄
り
茶
宴
あ
り
。
秀
元
も
御
相
伴
に
伺
候
す
。

⑪
寛
永
十
七
年
三
月
三
日
条　

此
日
尾
紀
水
三
卿
（
家
光
よ
り
）
御
茶
を
給

う
。
秀
元
も
相
伴
。

⑫
正
保
元
年
三
月
朔
日
条
（
家
光
）
尾
張
大
納
言
義
直
卿
外
山
の
別
荘
に
行

き
、
秀
元
も
茶
室
に
て
御
相
伴
に
陪
す
。

⑬
正
保
元
年
七
月
廿
八
日
条
（
家
光
）
二
丸
御
茶
室
に
て
御
風
呂
の
御
茶
あ

り
。
三
卿
幷
秀
元
ら
、
こ
れ
を
給
う
。

⑭
正
保
元
年
十
二
月
八
日
条
（
家
光
）
水
戸
中
納
言
頼
房
卿
の
も
と
へ
行
き
、

茶
室
に
て
御
茶
を
さ
れ
た
。
秀
元
も
相
伴
に
ま
い
る
。

⑮
正
保
二
年
十
一
月
十
九
日
条
（
家
光
臨
駕
）
堀
田
加
賀
守
正
盛
草
別
墅
に
行

き
、
茶
室
に
て
御
茶
獻
る
。
御
相
伴
は
秀
元
。

⑯
正
保
二
年
十
二
月
六
日
条
（
家
光
臨
駕
）
井
伊
掃
部
頭
直
孝
が
別
業
に
行

き
、
茶
室
に
て
秀
元
も
御
相
伴
。

⑰
正
保
三
年
七
月
廿
七
日
条　

尾
張
亞
相
辭
見
あ
り
。
二
丸
御
茶
室
に
て
（
家

光
よ
り
）
御
茶
を
給
う
。
秀
元
も
相
伴
。

（
４
）
山
里　

山
里
は
『
日
国
Ⅱ
』
に
よ
れ
ば
、「
⑴
山
の
中
に
あ
る
人
里
。
山
間

の
村
。
⑵ 

⑴
に
建
て
た
貴
族
の
別
荘
。
山
荘
。
⑶
山
奥
の
家
。
や
ま
が
。」
な

ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
つ
、「
江
戸
城
西
の
丸
の
吹
上
庭
園
に
あ

る
場
所
」
と
の
説
明
も
あ
る
。
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）、
に
豊
臣
秀
吉
に

よ
り
大
坂
城
に
設
け
ら
れ
た
松
林
の
庭
園
を
山
里
と
呼
び
、
本
丸
、
二
丸
、
三

丸
な
ど
と
近
世
、
中
世
の
城
郭
で
城
を
構
成
す
る
部
分
を
丸
を
付
け
て
言
い
表

し
た
こ
と
か
ら
、
城
郭
内
の
山
里
周
辺
も
山
里
丸
と
称
さ
れ
た
。
大
坂
城
の
山

里
丸
に
は
二
畳
敷
と
三
畳
敷
の
茶
室
が
あ
っ
た
こ
と
が
４『
輝
元
公
上
洛
日
記
』

の
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
九
月
九
日
条
に
「
未
刻
に
関
白
様
へ
御
茶
湯
に

御
参
候
隆
景
様
廣
家
様
安
國
寺
御
供
山
里
の
御
茶
屋　

一
御
座
敷
三
疊
敷
の
萱

葺
也
（
中
略
）
後
の
う
す
茶
の
御
座
敷
二
疊
敷
な
り
（
中
略
）
何
も
関
白
様
御

手
前
な
り
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
伏
見
城
、
５
・
６
聚
楽
第
、
名
護

屋
城
に
も
山
里
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
江
戸
城
の
山
里
に
つ
い
て
は
山
内
彩
子

氏
が
７『
江
戸
城
庭
園
考
―
「
山
里
」
を
中
心
と
し
て
―
』
の
中
で
「
家
光
が

三
代
将
軍
に
な
っ
た
の
は
、天
下
統
一
後
十
年
を
経
た
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）

で
あ
る
。
た
だ
、「
山
里
」
は
西
丸
御
殿
の
後
園
と
し
て
、
秀
忠
が
逝
去
す
る

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
ま
で
は
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
将

軍
家
光
は
本
丸
に
住
み
、
そ
の
後
園
と
し
て
二
丸
を
整
備
し
た
の
で
、
本
丸
御

殿
と
二
丸
、
西
丸
御
殿
と
「
山
里
」
と
い
う
、
後
園
を
伴
っ
た
二
つ
の
城
が
並

立
す
る
形
に
な
っ
た
。
し
か
し
寛
永
十
～
二
十
年
（
一
六
三
三
～
一
六
四
三
）

に
か
け
て
、（
中
略
）
本
丸
、
西
丸
並
立
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
て
い
っ
た
。
特

に
本
丸
御
殿
改
造
時
に
は
城
の
全
機
能
が
西
丸
に
集
中
し
た
た
め
に
、「
山
里
」

は
以
前
の
茶
の
た
め
の
空
間
で
は
な
く
、（
中
略
）
将
軍
の
遊
與
が
、
茶
事
を

中
心
と
す
る
も
の
か
ら
、
庭
の
景
を
楽
し
む
方
向
に
変
化
し
て
、
食
事
や
茶
は

そ
れ
に
付
随
す
る
も
の
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
庭
も
変
遷
の
道
を
辿
っ
た
」
と

し
て
い
る
。
三
代
将
軍
家
光
の
事
跡
を
描
き
こ
ん
だ
と
言
わ
れ
る
８
歴
博
本
江

戸
図
屏
風
の
左
隻
に
描
か
れ
る
「
西
之
丸
」
の
後
方
に
鬱
蒼
と
し
た
森
が
あ
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り
、
そ
の
中
に
埋
も
れ
る
よ
う
に
萱
葺
の
茶
屋
と
思
し
き
建
物
が
見
え
る
。
そ

こ
が
江
戸
城
の
山
里
御
数
寄
屋
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）
桃
尻　

も
も
じ
り　

名
物
茶
壷
の
銘
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
花
入
の
形
状
名
称
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
竹
内
順
一
氏
に
よ
れ
ば
９『
四

大
茶
会
記
を
よ
む
（
一
七
九
）
桃
尻
の
花
入
』
の
中
で
「
桃
尻
は
古
銅
細
口
花

入
の
種
類
名
称
で
す
。
現
存
す
る
同
類
の
形
状
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
底
部
が
桃

の
実
を
思
わ
す
よ
う
な
や
わ
ら
か
な
膨
ら
み
を
呈
し
て
い
ま
す
。
や
や
こ
し
い

こ
と
に
別
名
に
「
桃
底
」
が
あ
り
、
こ
う
呼
ぶ
場
合
は
高
台
が
な
く
、
ま
た
糸

切
り
底
で
は
な
い
、
と
い
う
説
（『
角
川
茶
道
大
辞
典
』
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
高
台
の
な
い
「
桃
の
よ
う
な
丸
み
を
帯
び
た
底
」
で
も
桃
尻
と
い
う

例
が
あ
り
、
桃
山
時
代
か
ら
桃
尻
と
桃
底
と
は
混
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。」
と

し
て
い
る
。

10『
山
上
宗
二
記
』
に
は
「
花
入
事
」
の
項
目
に
「
一
桃
尻　

関

白
様　

本
ハ
珠
光
所
持
也
、
但
、
古
銅
花
入
、
天
下
一
名
物
、
五
通
ノ
文
ヲ

指
、
四
方
盆
ニ
ス
ハ
ル
、
一
桃
尻　

文
を
五
通
サ
ス
、
四
方
盆
ニ
ス
ハ
ル
、
本

ハ
引
拙
、
平
野
ニ
在
リ
、
一
桃
尻　

是
モ
名
物
文
ヲ
五
通
サ
ス
、
四
方
盆
ニ
ス

ハ
ル
、
京
醫
師
道
三
ニ
在
リ
」
と
三
点
の
桃
尻
花
入
が
特
筆
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）「
乳
手
」
と
読
め
る
が
、『
毛
利
家
記
』
で
は
「
取
手
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）「
刀
」
と
読
め
る
が
、『
毛
利
家
記
』
で
は
「
ハ
サ
ミ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
漳
破
利　

じ
ょ
う
は
り　

茶
の
湯
釜
の
一
種
、
上
張
釜
の
こ
と
。
常
張
、

定
張
と
も
書
く
。
鐶
付
き
が
斜
め
上
方
に
張
り
出
し
て
い
る
形
の
釜
で
あ
る
。

10『
山
上
宗
二
記
』
の
「
名
物
の
釜
」
の
項
目
に
は
「
紹
鷗
の
じ
ょ
う
は
り
」

が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
上
張
釜
の
形
に
つ
い
て
は
詳
し
く
説
明
さ
れ
て

い
る
史
料
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

香
取
秀ほ

つ
ま眞
氏
が
昭
和
五
年
に
恩
賜
京
都
博
物
館
の
第
七
回
夏
季
講
演
会
「
茶
之

湯
釜
に
就
て
」
の
た
め
に
ま
と
め
た

11『
新
撰
釜
師
系
譜
』
の
巻
末
の
付
録
に

は
「
常
張
釜
」
の
小
さ
な
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
説
明
等
も
な
く
詳
細

は
や
は
り
不
明
で
あ
る
。

（
９
）
今
焼　

い
ま
や
き　

新
焼
と
も
い
う
が
、

12『
宗
湛
日
記
』
の
天
正
十
四
年

（
一
五
八
六
）
十
一
月
廿
七
日
朝
の
「
下
京
四
條　

宗
逸
」
の
会
に
「
茶
碗
今

や
き
」
と
記
載
さ
れ
た
の
が
初
見
と
さ
れ
て
い
る
。『
茶
道
古
典
全
集
』
第
六

巻
の
宗
湛
日
記
で
は
、
こ
の
「
今
や
き
」
の
注
と
し
て
「
當
時
わ
が
国
で
新
し

く
燒
成
さ
れ
た
茶
碗
。
楽
焼
な
ど
を
指
す
。」
と
説
明
し
て
い
る
。

10『
山
上
宗

二
記
』（
天
正
十
六
年
〈
一
五
八
八
〉）
に
は
「
惣
テ
茶
碗
ハ
唐
茶
盌
ス
タ
リ
、

当
世
ハ
高
麗
茶
盌
、
瀬
戸
茶
盌
、
今
焼
ノ
茶
盌
迄
也
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、

こ
の
当
時
は
唐
物
茶
碗
が
な
く
て
も
茶
湯
を
楽
し
ん
だ
様
子
が
窺
え
る
。

（
10
）
古
田
織
部　

ふ
る
た
お
り
べ　

安
土
桃
山
時
代
・
江
戸
時
代
前
期
の
武
将
。

ま
た
、
茶
人
で
も
あ
る
。
生
没
年
は
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
～
慶
長
二
十

年
（
一
六
一
五
）
六
月
十
一
日
。
初
名
は
景
安
。
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）

頃
、
重
然
と
改
め
た
。
通
称
は
佐
助
。
古
田
織
部
は

13『
江
岑
夏
書
』
に
利
休

弟
子
衆
七
人
衆
の
七
番
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
此
内
、
織
部

一
茶
之
湯
能
無
候
」
と
あ
り
、
七
人
衆
の
中
で
一
番
茶
の
湯
の
才
能
が
な
か
っ

た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
九
月
一
六
日

の
江
戸
品
川
御
殿
の
新
亭
（
茶
会
２
）
と
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
十
月
九
日

江
戸
城
西
ノ
丸
山
里
御
数
寄
屋
（
茶
会
３
）
と
二
度
も
家
光
の
命
に
よ
り
献

茶
を
し
た
毛
利
甲
斐
守
秀
元
は
数
寄
の
道
に
達
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
古
田
織
部
の
高
弟
で
も
あ
っ
た
。
浅
野
次
郎
氏
他
は

14「
わ
び
茶
と
露

地
（
茶
庭
）
の
変
遷
に
関
す
る
史
的
考
察
―
一
―
織
部
か
ら
遠
州
へ
―
」
の
中

で
、
古
田
織
部
は
茶
室
を
広
く
明
る
く
開
放
的
な
も
の
と
し
た
り
、
茶
庭
に
は

二
重
露
地
を
採
用
し
た
り
、
石
灯
篭
を
茶
庭
の
「
景
」
と
し
て
扱
う
（
織
部
灯

篭
）
な
ど
、
様
々
な
趣
向
を
試
み
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。『
毛
利
家

記　

六
終
』
に
は
西
ノ
丸
山
里
御
数
寄
屋
で
の
茶
会
を
も
つ
に
当
た
り
「
十
月

九
日
ニ
御
数
寄
ノ
催
可
有
旨
被
仰
シ
ニ
ヨ
リ
テ
（
中
略
）
山
里
ヘ
御
出
有
テ
彼

是
見
シ
ニ
秀
忠
将
軍
ノ
御
時
古
田
織
部
ニ
被
仰
付
、
物
毎
ノ
上
手
ヲ
集
テ
数
月

心
ヲ
啐
調
シ
御
作
事
ナ
レ
バ
心
モ
詞
モ
不
被
及
」
と
あ
り
、
秀
忠
が
将
軍
で

あ
っ
た
時
に
古
田
織
部
に
命
じ
て
山
里
の
作
事
を
任
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
古
田
織
部
と
言
え
ば
「
ヘ
ウ
ケ
モ
ノ
」
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
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こ
れ
は

12『
宗
湛
日
記
』
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
二
月
二
十
八
日
条
に
記
載

さ
れ
た
織
部
の
茶
会
で
薄
茶
に
用
い
た
茶
碗
の
形
が
歪
ん
で
（
ヘ
ウ
ケ
テ
）
い

た
た
め
、
そ
の
茶
碗
を
指
し
て
宗
湛
が
「
ヘ
ウ
ケ
モ
ノ
」
と
表
現
し
た
も
の
で

あ
る
。
中
村
修
也
氏
は

15「
茶
に
生
き
た
人　

古
田
織
部
（
前
編
）
―
茶
人

織
部
の
登
場
―
」
の
中
で
、
こ
の
当
時
「
ヘ
ウ
ゲ
タ
」
茶
碗
を
使
っ
た
の
は
織

部
の
み
で
は
な
く
、
毛
利
輝
元
、
黒
田
長
政
、
上
田
覚
甫
等
も
使
用
し
て
い
た

こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
を
示
し
て
説
明
し
、「
む
し
ろ
慶
長
期
の
茶
碗
の
流

行
で
あ
っ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
。」
と
推
測
し
て
い
る
。

（
11
）
虫
喰　

む
し
く
い
『
新
版
茶
道
』
で
は
「
虫
喰
の
疵
の
あ
る
も
の
」
と
説

明
さ
れ
て
お
り
、
主
に
茶
杓
が
鑑
賞
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
虫
喰
の
茶
杓
は

節
の
周
辺
や
樋
の
部
分
に
虫
喰
の
穴
や
深
い
傷
の
あ
る
も
の
を
い
う
。
本
茶
会

で
用
い
ら
れ
た
茶
杓
の
銘
が
「
虫
喰
竹
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
西
山
松
之
助
氏
が

16「
銘
杓
拝
見
（
最
終
回
）
古
田
織
部
」
で
、
五
島
美

術
館
蔵
の
「
虫
喰
」
の
あ
る
茶
杓
を
紹
介
し
て
い
る
。
虫
喰
の
穴
を
見
ど
こ
ろ

と
す
る
茶
杓
は
畠
山
記
念
館
蔵
の
「
銘　

青せ
い
た
い苔

」
で
、
中
節
に
大
き
な
虫
喰
穴

が
あ
る
。
小
堀
遠
州
が
松
花
堂
昭
乗
か
ら
掛
軸
を
も
ら
っ
た
返
礼
に
贈
っ
た
茶

杓
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
12
）
イ
ジ
イ
ジ
塗　

イ
ヂ
イ
ヂ
塗　

い
じ
塗
『
角
川
茶
道
』
に
よ
れ
ば
「
古
い

茶
道
具
に
多
い
。
塗
面
に
砂
粒
を
蒔
い
た
よ
う
な
隆
起
が
あ
り
、
地
の
粉
の
や

せ
を
見
せ
た
よ
う
な
塗
り
肌
で
あ
る
。
例
え
ば
石
の
粉
末
を
混
ぜ
て
下
地
を
施

し
地
痩
せ
を
予
期
し
て
塗
り
上
げ
た
も
の
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
京
に
お
い

て
代
々
「
道
志
」
を
名
乗
っ
た

17
満
田
道
志
に
よ
り
発
明
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。

（
13
）
鶴
の
蚊
擂
羽　

つ
る
の
か
す
り
ば
ね
『
毛
利
家
記
』
に
は
「
鶴
ノ
カ
ス
リ

羽
」
と
あ
る
。
詳
細
は
不
明
。

（
14
）
御
下
飜
茶
碗
『
毛
利
家
記　

六
終
』
に
は
、「
御
下
ア
ケ
茶
碗
」
と
あ
る
。

（
15
）
片
輪
車　

か
た
わ
ぐ
る
ま　
『
日
国
Ⅱ
』
で
は
「
③
車
の
輪
が
水
に
流
れ
る

さ
ま
を
図
案
化
し
た
模
様
」
と
説
明
し
、
更
に
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
国
宝

「
片
輪
車
螺
鈿
蒔
絵
手
箱
」（
平
安
時
代
作
）
を
「
伝
存
す
る
最
古
の
手
箱
と
し

て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。『
角
川
茶
道
』
で
も
「
牛
車
か

ら
は
ず
し
た
車
輪
を
、
川
の
流
れ
の
中
に
二
つ
三
つ
と
組
ん
で
、
半
ば
水
に

浸
っ
て
い
る
場
面
を
文
様
化
し
、
美
し
い
流
水
文
様
と
と
も
に
描
き
表
し
た
も

の
」
と
説
明
し
て
る
が
、
や
は
り
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
国
宝
で
鎌
倉
時
代
の

作
で
あ
る
雲
州
松
平
家
伝
来
の
手
箱
に
つ
い
て
も
併
せ
て
解
説
し
て
い
る
。
こ

の
茶
会
で
は
片
輪
車
の
蒔
絵
の
香
合
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
東
山
殿

御
物
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
室
町
時
代
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
作
と
考
え

ら
れ
る
。

（
16
）
省
略
部
分
①

一
香
箸　

カ
ラ
金
四
角

　
　

以
上

　
　

御
鏁
（
鎖
）
ノ
間
床

一
御
掛
物
廉
ノ
繪
毛
益
筆

一
香
炉
染
付
友
フ
タ
獅
子
後
藤
盆
ニ
陶
テ

一
香
合
青
磁
ノ
柹
（
柿
）
内
ニ
伽
羅
雨
夜
入

一
香
箸　

サ
ハ
リ
六
角

　
　

以
上

　

御
書
院
ノ
床

一
ド
ラ　
　
　

一
撞
木

一
硯
屏　
　

青
磁

一
亀
ノ
御
硯

一
筆
荷
（
架
）　　
　

金
ノ
物
ヘ
ウ
タ
ン
ニ
菊

一
筆
軸
る
り
石
彫
物
有

一
墨　

六
角

一
哥
書
二
冊　

公
任
ノ
古
今
付
ブ
ン
チ
ン
布
袋

（
17
）
鶴
の
本
白　

つ
る
の
も
と
じ
ろ
『
日
国
Ⅱ
』
で
は
「
つ
る
の
羽は

の
本も

と
じ
ろ白

と
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し
て
「
鶴
の
羽
の
下
部
の
小
さ
い
羽
。
鶴
の
本
白
。」
と
説
明
し
て
い
る
が
、

『
和
漢
三
才
図
会
』
に
よ
れ
ば
本
白
は
真
鶴
の
羽
の
本
を
指
し
、
全
体
的
に
灰

白
色
の
真
鶴
の
「
翮か

く

の
端
、
尾
の
端
、
保ほ

ろ呂
の
端
は
い
ず
れ
も
黒
く
、
本
は
み

な
白
で
、
こ
れ
を
鶴
の
本
白
と
い
い
、
箭や

ば
ね羽

に
す
る
。
ま
た
羽
箒
に
し
て
賞
し

た
り
も
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
翮
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
「
羽

の
莖
。
羽
の
も
と
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）
八
景　

は
っ
け
い　

八
景
釜
『
新
版
茶
道
』
に
は
「
茶
之
湯
釜
の
一
種
。

胴
部
に
八
景
の
山
水
図
様
を
地
紋
と
し
た
も
の
を
い
う
。
八
角
釜
に
多
い
が
、

形
の
異
な
る
釜
に
も
あ
る
。（
中
略
）『
八
景
地
紋
釜
』（
徳
川
美
術
館
蔵
）・

『
八
景
尻
張
釜
』（
狩
野
探
幽
下
絵
・
大
西
浄
林
作
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な

ど
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
中
野
俊
雄
氏
は

18「
茶
の
湯
釜
と
鉄
瓶
の
歴
史
と

替
底
方
法
」
の
中
で
「
八
景
文
覆
垂
釜
」（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）
を
「
８

角
釜
で
胴
８
面
に
南
画
の
風
景
が
陽
鋳
し
て
あ
り
、（
中
略
）
尾
垂
れ
で
内
入

底
に
し
て
あ
る
。（
中
略
）
桃
山
時
代
と
さ
れ
て
い
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。

（
19
）
自
在　

じ
ざ
い　

自
在
鉤
・
自
在
竹
の
略
。『
角
川
茶
道
』
で
は
「
上
下
自

在
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。
釜
を
釣
る
竹
製
の
道
具
」
武
野
紹
鷗
門
下
で
塗

師
で
あ
り
、
ひ
と
か
ど
の
数
寄
者
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
真

し
ん
し
ょ
う
さ
い
し
ゅ
ん
け
い

松
斎
春
慶
が
永

禄
七
年
（
一
五
六
四
）
に
筆
録
し
た
と
さ
れ
る

19『
分
類
草
人
木
』
の
『
風
炉
・

囲
炉
裏
類
』
に
は
「
一
風
炉
に
釜
を
鎖
、
自
在
に
て
釣
る
こ
と
あ
り
。
宗
悟
釣

ら
る
る
也
。
宗
珠
は
之
を
笑
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
悟
と
は
十
四
屋
宗
伍

の
こ
と
で
あ
り
、
宗
珠
と
は
村
田
珠
光
の
弟
子
と
も
養
子
と
も
い
わ
れ
る
村
田

宗
珠
で
あ
る
。
宗
伍
・
宗
珠
の
時
代
に
は
自
在
の
茶
の
湯
へ
の
応
用
が
工
夫

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

20『
南
坊
録
』
に
は
『
棚
』
の
項
目
に
「
自
在

ハ
ワ
ビ
ノ
方
ニ
用
ル
、
四
畳
半
袋
棚
ニ
組
合
セ
也
、（
中
略
）
自
在
ハ
紹
鷗
田

舎
ニ
テ
見
タ
テ
、
始
ハ
茶
屋
ニ
カ
ケ
ラ
レ
シ
ヲ
、
宗
易
四
畳
半
ニ
可
然
由
相
談

ア
リ
テ
、
四
畳
半
ニ
テ
カ
ケ
ラ
レ
シ
ト
云
々
」
と
あ
る
。
本
来
、
囲
炉
裏
に
掛

け
ら
れ
て
い
た
自
在
で
あ
る
が
、
茶
の
湯
に
お
け
る
自
在
の
用
い
方
が
定
ま
っ

て
き
た
の
は
紹
鷗
・
宗
易
の
時
代
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
か
。

（
20
）
休
臺
子　

き
ゅ
う
だ
い
す　

及
台
子
『
角
川
茶
道
』
に
は
「
台
子
の
一
種
。

及
第
台
子
と
も
い
わ
れ
、
中
国
宋
時
代
、
進
士
の
科
挙
（
官
吏
登
用
試
験
）
に

合
格
し
た
も
の
の
み
が
く
ぐ
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
門
の
形
を
と
っ
た
と
も
、
及

第
の
作
文
を
置
く
台
と
も
い
わ
れ
地
板
の
左
右
両
端
中
央
に
柱
が
二
本
立
て
ら

れ
、
柱
の
上
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
雲
形
の
小
板
の
付
い
て
い
る
棚
で
あ
る
。
幾
つ

か
種
類
が
あ
る
が
、
基
本
の
形
は
利
休
形
の
大
（
中
略
）
元
伯
形
の
小
（
中

略
）
の
も
の
と
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

19『
分
類
草
人
木
』
の
「
台
子
」

の
項
目
に
は
「
一
及
第
（
台
）
子
と
云
う
は
唐
物
也
。
珠
光
、
日
本
物
に
写
さ

せ
、
赤
漆
に
て
塗
り
て
、
宗
珠
迄
之
れ
有
り
。
釜
と
水
指
、
又
は
水
滴
な
ど
、

二
つ
置
く
也
。
柱
に
柄
杓
を
懸
く
る
釘
あ
り
。
蓋
置
も
置
く
事
あ
り
。
上
に
は

小
壷
・
天
目
、
置
き
合
わ
す
る
事
も
有
り
。
＊
及
台
子　

天
板
と
地
板
と
を

二
本
柱
で
つ
な
い
だ
形
の
台
子
」
と
あ
る
。
田
口
詩
織
氏
他
に
よ
る

21「
及
第

台
子
伝
書
（
仮
題
）」
に
よ
れ
ば
室
町
幕
府
の
同
朋
を
務
め
た
相
阿
弥
の
伝
書

『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
は
「
試
験
用
の
書
籍
を
置
く
台
と
さ
れ
る
」
と
あ
り
、

「
及
台
子
伝
書
」
部
分
の
翻
刻
と
台
子
・
及
第
・
及
第
之
上
棚
・
及
第
之
下
棚

の
図
の
写
し
を
掲
載
し
て
説
明
し
て
い
る
。

（
21
）
尻
ふ
く
ら　

尻
膨
茶
入　

し
り
ぶ
く
ら
ち
ゃ
い
れ
『
角
川
茶
道
』
に
よ
れ

ば
「
茶
入
の
形
の
名
称
。
下
部
の
膨
ら
ん
だ
形
を
い
い
、
唐
物
の
形
式
の
一
つ

で
、
和
物
に
も
こ
れ
を
写
し
た
も
の
が
あ
る
。
名
物
と
し
て
利
休
尻
膨
が
有
名

で
あ
る
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
竹
内
順
一
氏
に
よ
れ
ば
利
休
が
所
持
し
て

い
た
唐
物
の
尻
膨
茶
入
、
通
称

22「
利
休
尻
ふ
く
ら
」
は
「
細
川
忠
興
（
三
斎　

一
五
六
三
～
一
六
四
五
）
が
所
持
し
た
道
具
と
し
て
、（
略
）
永
青
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
て
お
り
、
寸
法
は
高
さ
六
・
二
セ
ン
チ
、
口
径
二
・
八
セ
ン
チ
、
胴
径

六
・
六
セ
ン
チ
、
底
径
二
・
八
セ
ン
チ
、
重
さ
は
七
〇
・
二
グ
ラ
ム
で
す
」
と
あ

る
。

（
22
）
黒
楽　

く
ろ
ら
く　

黒
釉
を
掛
け
た
楽
焼
。
黒
楽
は
形
成
し
た
も
の
に
鉄

釉
を
施
し
て
焼
成
す
る
が
、
釉
が
溶
け
た
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
引
き
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
黒
色
と
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
楽
家
の
釉
は
加
茂
川
で
採
れ
る
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石
を
砕
い
て
調
合
さ
れ
る
も
の
で
、
歴
代
に
よ
っ
て
釉
調
が
異
な
る
。
楽
焼
は

千
利
休
の
創
意
を
受
け
て
楽
家
初
代
の
長
次
郎
が
作
り
始
め
た
と
さ
れ
て
い

る
。
長
次
郎
の
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
中
国
系
の
陶
技
を
受
け
継
ぐ
人
物

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
23
）
白
極　

白
極
緞
子　

は
く
ぎ
ょ
く
ど
ん
す　

23『
裂
地
の
話
』
の
「
緞
子
」

の
項
目
で
は
「
縹
地
ま
た
は
濃
萌
黄
地
に
鳥
襷
紋
を
全
面
に
地
紋
と
し
て
織

り
、
上
紋
に
尾
長
鳥
の
丸
紋
互
の
目
に
並
べ
、
細
い
宝
尽
し
紋
を
散
ら
し
た

緞
子
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
大
名
物
の
茄
子
茶
入
「
国
司
」（
藤
田
美
術
館

蔵
）、
中
興
名
物
の
肩
衝
茶
入
「
富
士
山
」（
湯
木
美
術
館
蔵
）
の
仕
覆
の
裂
と

し
て
現
存
す
る
。

（
24
）
イ
イ
シ
ヤ
ウ
ノ
盆　
『
毛
利
家
記
』
で
は
ケ
イ
シ
ャ
ウ
。
桂
漿
。『
日
国
Ⅱ
』

に
よ
れ
ば
、「
桂
漿
は
漆
器
の
一
種
。
朱
、
黄
、
黒
の
色
彩
を
用
い
て
、
色
層

を
掘
り
出
し
た
も
の
。
色
が
黒
く
、
彫
り
目
に
赤
や
黄
色
の
筋
が
一
筋
ま
た
は

二
筋
あ
る
物
。
珪
璋
」
と
し
て
い
る
『
角
川
茶
道
』
に
よ
れ
ば
、「
彫
漆
の
一

種
か
」
と
し
て
、「『
君
台
観
左
右
記
』
の
『
彫
物
之
名
少
々
』
の
項
目
に
『
桂

漿
色
ク
ロ
シ
、
地
キ
ウ
ル
シ
、
ホ
リ
メ
ニ
ア
カ
ク
カ
サ
ネ
ノ
筋
三
ア
リ
』
と
あ

り
、
黄
地
剔て

き
こ
く黒

の
一
種
で
、
彫
り
目
に
朱
漆
の
層
が
三
本
あ
る
も
の
を
さ
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
推
測
し
て
い
る
。
桂
昌
、
圭
璋
の
字
も
み
ら
れ
る
。

（
25
）
灰
擔　

は
い
か
つ
ぎ　

灰
被
天
目
の
こ
と
。
竹
内
順
一
氏
（『
角
川
茶
道
』）

は
こ
れ
を
「
室
町
末
期
か
ら
桃
山
時
代
に
か
け
て
、
侘
茶
を
代
表
す
る
中
国
産

天
目
の
一
種
。
建
盞
の
一
種
と
み
る
説
も
あ
る
が
、
建
盞
以
外
の
窯
業
地
の
可

能
性
が
高
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
産
地
は
不
明
。
極
め
て
素
朴
な
造
り
で
、
黒
釉

が
主
調
だ
が
、
そ
の
下
地
に
白
色
な
い
し
は
黄
色
・
褐
色
が
あ
り
、
一
種
の
二

重
掛
か
り
の
釉
状
を
呈
し
て
、
暗
青
色
や
濃
褐
色
に
も
見
え
る
の
が
、
こ
の
天

目
の
第
一
の
特
色
」
と
し
て
い
る
。「
灰
冠
」「
灰
潜
」
と
も
書
き
、「
は
い
か

む
り
」
と
読
む
場
合
も
あ
る
。
荒
川
正
明
氏
は

24『
中
国
の
一
級
文
物
が
学
習

院
へ
や
っ
て
来
た
―
福
建
省
始
末
記
―
』
の
中
で
、「
じ
つ
は
天
目
を
生
ん
だ

中
国
で
は
、
そ
の
天
目
の
生
産
は
福
建
省
・
建
窯
で
は
十
三
世
紀
、
灰
被
天
目

を
産
し
た
福
建
省
・
茶
洋
窯
で
は
ほ
ぼ
十
四
世
紀
に
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
を
終
了

さ
せ
て
し
ま
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
26
）
天
笠
着　

あ
ま
が
さ
き　

尼
崎
台
の
こ
と
。『
毛
利
家
記
』
に
は
「
ア
マ
カ

サ
キ
」
と
あ
る
。『
新
版
茶
道
』
に
よ
れ
ば
、「
唐
物
天
目
台
。
黒
漆
塗
。
地
付

の
内
に
蜈む

か
で蚣

状
の
印
が
手
書
き
さ
れ
て
い
る
の
で
、
蜈
蚣
台
あ
る
い
は
印い

ん
の
だ
い台

と

も
い
わ
れ
る
。
七な

な
つ
だ
い台

と
並
ぶ
唐
物
天
目
台
の
名
物
で
あ
る
。
尼
崎
台
は
徳
川
美

術
館
（
二
点
）、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
根
津
美
術
館
、
藤
田
美
術
館
な
ど
が

所
蔵
し
て
い
る
が
、
七
台
は
一
つ
も
現
存
し
て
い
な
い
。

（
27
）
シ
ュ
ト
ク　

珠
徳　

室
町
時
代
の
茶
杓
削
師
。
生
没
年
は
不
詳
。
横
井
清

氏
に
よ
れ
ば
、

25「
姓
は
深
見
。
室
町
時
代
の
京
都
の
玉
細
工
師
で
村
田
珠
光

の
門
下
。
と
く
に
木
製
の
茶
杓
作
り
に
創
意
を
あ
ら
わ
し
、
珠
徳
型
と
よ
ば
れ

る
ス
タ
イ
ル
を
あ
み
だ
し
た
」
と
あ
る
。
当
初
は
中
国
か
ら
伝
来
し
た
象
牙
製

の
節
無
し
の
薬や

く
じ匙

を
茶
杓
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
後
に
珠
徳
に
よ
っ
て
削
ら

れ
た
木
製
、
竹
製
の
節
の
な
い
茶
杓
は
珠
徳
型
と
い
わ
れ
て
い
る
。「
珠
光
、

初
め
て
珠
徳
に
竹
に
て
削
ら
せ
た
る
を
、
浅あ

さ
じ茅

と
名
づ
く
」
と

19『
分
類
草
人

木
』
の
「
天
目
茶
碗
、
附　

茶
立
様
・
茶
筅
・
茶
巾
・
柄
杓
・
茶
杓
」
の
項
目

に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）
省
略
部
分
②

以
上

御
座
ノ
間
ノ
床

一
御
掛
物　

竜
眼
子　

シ
ュ
ン
キ
ヨ
筆

一
砂
ノ
物　

鏡
盤
ニ
陶
テ

以
上

床
脇
ノ
棚

一
御
祈
念
ノ
札
箱　

二
ツ

一
伽
羅
袋
ニ
名
香
入
袋
ハ
金
入
ノ
紺
地　

黒
キ
ク
リ

く
ノ
盆
ニ
陶
テ

一
焼
カ
ラ
入
六
角
ノ
染
付
カ
ケ
部
有
下
ノ
重
ニ
金
銀
ノ
盤

　
　

并
ニ
右
ギ
ン
有
堆
朱
ノ
四
角
ノ
盆
ニ
陶
テ
彫
物
栗
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一
封
箱
内
ニ
水
引
有

一
御
ト
メ
香
炉
名
俤
青
磁
ノ
ク
ハ
ン
コ
ウ

一
香
合
堆
朱
二
重
ホ
リ
ノ
グ
リ
内
ニ
伽
羅
ム
グ
ラ
入

一
香
起
火
筋
立
金
ノ
物
三
足

　
　

右
堆
朱
長
盆
ニ
陶
テ
盆
ノ
ホ
リ
物
蓮

一
紅
葉
ノ
硯
箱
水
入
墨
筆
封
小
刀
双
紙
キ
リ

一
料
紙
三
色
ケ
サ
ン
鉄
ザ
ウ
ガ
ン
ツ
マ
ミ
獅
子

　
　
　

以
上

　
　

御
次
長
囲
炉
ノ
間
ノ
床

一
御
掛
物　

補
子
梅
ノ
繪

一
印
籠
四
角
黒
シ
内　

ノ
シ
／
カ
チ
ク
リ
／
コ
ン
ブ　

黒
キ
ク
リ
／
四
角
ノ
盆

ニ
陶
テ

　
　
　

以
上

　
　

御
二
階
ノ
床

一
御
掛
物
雪
舟
龍
ノ
繪

一
香
炉
鶴
金
ノ
物　

香
臺
黒
キ
グ
リ

一
香
箸
カ
ラ
金
四
角

　
　
　

以
上

　
　

同
下
ノ
間
ノ
床

一
御
掛
物　

雪
舟
芙
蓉
ノ
繪

一
食
籠
角
ノ
唐
物
二
重
ニ
ハ
五
色
ノ
染
米
ス
ア
マ
ニ

　
　

結
花
松
梅
岩
前
ニ
金
ノ
小
桶
五
ツ
一
ツ
ハ
ウ
ロ
コ

（
形
）

　
　

一
ツ
ハ
六
角
残
三
ツ
ハ
圓
シ
内
ニ
ギ
ン
ア
ン
ニ
ン

　
　

松
子
コ
ン
ヘ
イ
ト
、
ム
キ
椎
下
ノ
重
ニ
ハ

　
　

栗
餅

一
御
掛
物
閑
極

一
釜　

フ
ウ
リ
ヤ
ウ

一
棚
ニ
ハ
柿
ノ
香
合
伽
羅
入
テ
羽
箒
有

　
　
　
　

以
上

（
29
）
省
略
部
分
③

一
御
掛
物　

水
鳥　

和
ノ
筆

一
香
炉　

鴛
金
ノ
物
六
角
ノ
香
臺
ニ
陶
テ
色
赤
シ

一
香
箸　

赤
銅　

竹
ノ
節

　
　
　
　

以
上

　
　
　

御
書
院
ノ
間

一
喚
鐘

一
撞
木

一
灰
入　

高
麗
物

一
硯
屏　

ヲ
ラ
ン
ダ
物

一
硯　

圓
シ
蓋
有

一
筆
荷
（
架
）　
　

布
袋
金
ノ
物

一
墨
鳳
凰

一
水
入
鹿　

金
ノ
物

一
香
合
モ
ツ
コ
ウ
青
貝
内
ニ
名
香
入
青
貝
ノ
圓
キ
盆
ニ
陶
テ

　
　
　

以
上

（
30
）「
二
畳
臺
上
段
之
棚
」
と
読
め
る
が
『
毛
利
家
記
』
に
よ
れ
ば
「
二
畳
敷
上

段
之
棚
」
と
記
さ
れ
る
。

（
31
）
壊
梅　

こ
ぼ
れ
う
め　

溢
梅　
『
日
国
Ⅱ
』
に
よ
れ
ば
「
咲
き
乱
れ
た
梅
の

花
。
ま
た
、
そ
の
模
様
」
と
あ
る
。『
毛
利
家
記
』
に
は
「
一
御
茶
入　

タ
カ

原
袋
柿
地
コ
ボ
レ
梅
ニ
丸
竜
ノ
金
ラ
ン
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）
吉
野
高
麗　

よ
し
の
こ
う
ら
い　
１「
茶
会
２
」
で
も
用
い
ら
れ
た
茶
碗
。

『
毛
利
家
記
』
の
こ
の
茶
会
の
記
述
で
は
「
吉
野
高
麗
物
」
と
な
っ
て
い
る
。

詳
細
は
不
明
。

（
33
）
さ
ひ
竹　

さ
び
た
け　

寂
竹　

池
田
瓢
阿
氏
に
よ
れ
ば
「
立
ち
枯
れ
て
錆

ゴ
マ
の
で
た
竹
」（『
角
川
茶
道
』）
と
説
明
し
て
い
る
。『
毛
利
家
記
』
に
よ
れ
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ば
「
黒
サ
ビ
竹
」
と
記
す
。

（
34
）
右
之
外　

御
写
々
々
之
飾
略
之
『
毛
利
家
記
』
に
こ
の
記
述
は
な
い
。

（
35
）
省
略
部
分
④

以
上

白
木
ノ
御
書
院
ノ
床

一
御
掛
物 
三
幅
一
對
無
準

一
立
花 
三
瓶
亀
棹
二
陶
テ

以
上

床
脇
ノ
棚

一
書
物 

卅
冊 

通
鑑

一
三
重
ノ
印
籠
上
二
重
印
判
下
ノ
重
赤
イ
ン
ニ
ク
ヲ
入

　
　
　

堆
朱
ノ
丸
盆
ニ
陶
テ

一
香
炉
鴨
金
ノ
物
香
臺
鎌
倉
彫
鏡
盤

一
沉
箱
堆
朱
彫
牡
丹
カ
ケ
ゴ
二
名
香
下
二
香
包
二

　
　

ツ
内
二
薫
ヲ
金
ノ
具
二
入
テ

一
青
貝
ノ
大
食
籠
内
ニ
柿
入
テ

以
上

御
廣
間
ノ
床

一
御
掛
物
雪
舟
三
幅
一
対

一
立
花
四
瓶

一
亀
鶴
ノ
臺
一
對

一
香
起
火
筋
立 

香
箸
灰
押

一
香
炉
獅
子
金
ノ
物

一
香
合
堆
朱
彫
牡
丹
ニ
鳥
内
ニ
沉
香
入

　
　

右
ノ
四
品
何
モ
棹
ニ
陶
テ

以
上

　
　

御
書
院
ノ
床

一
喚
鐘　
　

一
撞
木　

一
鏡

一
軸
物
二
巻
行
成
ノ
朗
詠
黒
キ
グ
リ
ノ
長
盆
二
陶
テ

一
硯
屏　
　

一
硯

一
筆
荷　

ア
マ
籠

一
筆　
　
　

一
墨　
　

一
小
刀

一
水
入
象
金
ノ
物

一
計
算　

一
對

一
印
籠 

堆
朱
四
重
ホ
リ
人
形
屋
体
内
ニ
松
子
椎
ハ
シ

　
　

ハ
ミ
ギ
ン
ア
ン
入 

堆
朱
ノ
盆
ニ
陶
テ
此
彫
モ
／
人
形
屋
体
也

一
水
瓶 

堆
朱
ノ
盆
ニ
陶
テ
此
彫
牡
丹

以
上

　
　

床
脇
ノ
棚

一
書
物　

兵
衛　

呉
越　

春
秋

一
沉
箱
蒔
繪
鳥
タ
ス
キ
内
ニ
伽
羅
袋
小
フ
リ
何
モ
内
ニ

　
　

名
香
入

一
青
貝
ノ
香
合
内
ニ
金
銀
ノ
盤
入

一
グ
リ
ノ
香
合
ニ
香
餅
入
リ
ヤ
ウ
セ
ン
香
也

一
根
大
ノ
香
合
ニ
伽
羅
入

一
染
付
エ
ゲ
ノ
焼
カ
ラ
入
臺
盖
有

一
香
箸
一
膳
小
サ
ジ
一
ツ
円
サ
シ
一
ツ
鉄
ウ
ガ
ン

一
キ
ウ
ロ
ク
黒
キ
丸
盆
ニ
陶
テ
ホ
リ
牡
丹

一
石
菖
青
磁
ノ
鉢
鏡
盤
ニ
陶
テ

一
大
食
籠
内
ニ
梨
入
堆
朱
ノ
盆
二
陶
テ

　
　
　

以
上

　

御
納
戸
構
ノ
脇
ノ
棚

一
書
物
水
經  

注
箋

一
只
天
目
袋
金
襴
臺
朱
花
形
古
田
織
部
所
持

　
　

ノ
臺
也
堆
朱
ノ
盆
ニ
陶
テ
彫
牡
丹

一
御
茶
入
古
瀬
戸
尻
ホ
リ
袋
丹
地
花
兔
ノ
金
ラ
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ン
堆
朱
ノ
四
角
盆
ニ
陶
テ
彫
牡
丹

一
薬
篭　

青
貝

一
盆
石　

筑
波
石
盆
ハ
イ
ヒ
ツ
ナ
リ
黒
ヌ
リ
砂
白
シ

一
八
代
集　

家
共

　
　
　
　
　

古
今　

堯
孝
筆

　
　
　
　
　

後
撰　

為
重
筆

　
　
　
　
　

拾
遺　

為
忠
筆

　
　
　
　
　

後
拾
遺　

伏
見
院

　
　
　
　
　

金
葉　

公
助

　
　
　
　
　

詞
花　

宗
綱

　
　
　
　
　

千
裁　

氏
直

　
　
　
　

新
古
今　

基
綱

　
　
　
　
　
　

以
上  

（
36
）
鰶　
『
大
漢
和
辞
典
』（
十
二
巻
七
六
六
頁
）
に
よ
れ
ば
読
み
は
「
サ
イ
・

セ
イ
」
意
味
は
「
こ
の
し
ろ
」
で
あ
る
。『
毛
利
家
記
』
に
は
「
サ
イ
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

（
37
）
生
薑　

は
じ
か
み　
『
日
国
Ⅱ
』
で
は
「
し
ょ
う
が　

生
薑　

生
姜
（
中

略
）
漢
名
、
薑
。
は
じ
か
み
（
中
略
）
室
町
時
代
に
は
シ
ャ
ウ
ガ
と
ハ
ジ
カ
ミ

が
併
用
さ
れ
て
い
た
。（
中
略
）
江
戸
後
期
に
は
（
中
略
）
葉
生
姜
の
こ
と
を

特
に
ハ
ジ
カ
ミ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、「
薑

は
じ
か
み」

の
項
目
で
は
「
元
来
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
開
裂
し
た
実
の
意
と
思
わ
れ
、
初
め
は
サ

ン
シ
ョ
ウ
の
名
で
あ
っ
た
が
、
味
が
辛
い
と
こ
ろ
か
ら
シ
ョ
ウ
ガ
も
さ
す
よ
う

に
な
っ
た
」
と
解
説
し
て
い
る
。『
古
事
記
』（
七
一
二
年
成
立
）
に
見
ら
れ
る

「
波
士
加
美
」
は
山
椒
の
古
名
で
あ
り
、『
観
智
院
本
名
義
抄
』（
一
二
四
一
年

成
立
）
に
見
ら
れ
る
薑
は
シ
ョ
ウ
ガ
の
古
名
だ
と
も
解
説
し
て
い
る
。　

（
38
）
鰡
ノ
臍　

鯔
ノ
臍　

ぼ
ら
の
へ
そ　
『
日
国
Ⅱ
』
に
よ
れ
ば
「
い
な
の
臍
」

「
い
な
の
臼
」「
算
盤
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
で
あ
る
。「
い
な
（
鯔
）」
は
ボ
ラ

の
幼
魚
の
名
で
あ
る
。
算
盤
と
い
う
の
は
鯔
の
臍
の
形
が
算
盤
の
玉
に
似
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
鯔
の
臍
は
鯔
の
「
幽
門
」
で
あ
る
が
、「
幽
門
」
と
は
十
二

指
腸
に
つ
な
が
る
胃
の
末
端
部
分
。
焼
く
か
揚
げ
る
か
し
て
食
べ
る
。
食
感
は

26「
串
に
さ
し
て
塩
を
振
っ
て
焼
い
た
も
の
は
殆
ど
腥な

ま
ぐ
さ
み味

が
な
く
、
き
し
き
し

し
た
ゴ
ム
の
よ
う
な
歯
触
り
に
と
て
も
気
持
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
わ
た

く
し
は
好
き
で
し
た
」
と
岡
本
か
の
子
氏
は
表
現
し
て
い
る
。

（
39
）
　
『
毛
利
家
記
』
に
は
記
載
が
な
い
。

（
40
）
獨
活　

独
活　

う
ど

（
41
）
一
ツ
焼　

ひ
と
つ
や
き　

27『
古
今
料
理
集
』
の
「
取
合　

三
下
」
の
「
焼

物
之
部
」
に
「
一
ツ
焼
物
之
分
」
と
「
切
焼
物
之
分
」
が
あ
る
。
一
ツ
焼
之
分

に
は
小
鯛
が
例
と
し
て
、
切
焼
之
分
に
は
鯛
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
一
ツ
焼
は
一
尾
の
魚
を
焼
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
茶
会
の
引
物

と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
一
ツ
焼
も
小
鯛
で
あ
る
。

（
42
）
新
め
和
（
か
）　

し
ん
め
あ
え　
『
毛
利
家
記
』
に
は
「
ア
ヘ
物
」
と
あ
る
。

ク
コ
の
葉
は
苦
み
が
強
い
た
め
、
葉
を
和
え
物
に
す
る
場
合
は
新
芽
を
用
い

る
。
こ
れ
を
「
新
芽
和
」
と
呼
ぶ
。

（
43
）
枸
杷　
『
毛
利
家
記
』
に
は
「
ク
コ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
枸
杞
か
。

（
44
）
　

　

の
俗
字　

た
い
ら
ぎ　

ハ
ボ
ウ
キ
ガ
イ
科
の
貝
。
た
い
ら
が

い
は
「
た
い
ら
ぎ
（
玉
桃
）」
の
異
名
で
あ
り
、
冬
の
季
語
で
あ
る
（『
日
国

Ⅱ
』）。『
徳
川
実
記
』
寛
永
五
年
二
月
廿
二
日
の
条
に
は
「
川
越
の
御
狩
場
へ

紀
伊
大
納
言
頼
宣
使
し
て

を
獻
ぜ
ら
る
。（
紀
伊
記
）」
と
記
述
さ
れ
て
い

る
。

28『
オ
ー
ル
フ
ォ
ト
食
材
図
鑑
』
に
は
「
旬
は
冬
で
大
き
な
貝
柱
は
甘
み

が
あ
っ
て
美
味
で
あ
り
、
こ
れ
を
食
用
と
す
る
。
さ
し
み
、
酢
の
物
、
焼
き

物
、
鍋
物
な
ど
に
す
る
」
と
あ
る
。

（
45
）
鱲
子　

か
ら
す
み　

ボ
ラ
科
の
魚
、
鯔
（
ボ
ラ
、
イ
ナ
と
も
読
む
）
が
夏

か
ら
秋
に
南
に
産
卵
回
遊
す
る
が
、
こ
の
卵
巣
で
作
る
の
が
「
か
ら
す
み
」

（
唐
墨
）。
中
国
で
作
ら
れ
る
墨
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
ウ

ニ
、
コ
ノ
ワ
タ
と
と
も
に
日
本
三
大
珍
味
に
数
え
ら
れ
る
（『
地
域
食
材
大
百

科　

第
５
巻
』
農
文
協　

一
四
九
頁
）。
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（
46
）
　

ふ　

日
本
語
で
は
麸
と
表
記
す
る
。

は
『
大
漢
和
辞
典　

巻
十
二
』

九
三
四
頁
に
見
え
る
。

（
47
）
小
細
螺　

こ
さ
ざ
え　
『
毛
利
家
記
』
に
は
「
小
サ
ゝ
イ
」
と
あ
る
。

（
48
）
韋
魚　

た
こ　
『
毛
利
家
記
』
に
は
「
タ
コ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
日
国

Ⅱ
』
に
は
「
た
こ
」
を
表
す
漢
字
と
し
て
「
蛸　

章
魚　

鮹
」
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

（
49
）
著
蕷　

じ
ょ
う
よ　

薯
蕷
か
？　
『
毛
利
家
記
』
に
よ
れ
ば
「
山
ノ
イ
モ　

色
付
」
と
あ
る
。

（
50
）
紕
水　

よ
り
み
ず　

寄
水
か
？　
『
毛
利
家
記
』
に
よ
れ
ば
「
ヨ
リ
ミ
ツ
」。

寄
水
は
嘉
定
（
祥
）
菓
子
の
一
つ
で
あ
る
。
嘉
祥
・
嘉
定
は
『
日
国
Ⅱ
』
に
よ

れ
ば
、「
①
古
く
は
陰
暦
六
月
十
六
日
、
疫
を
除
く
た
め
と
い
っ
て
神
に
供
え

た
菓
子
ま
た
は
餅
を
食
べ
た
習
慣
。（
略
）
名
称
は
、
こ
れ
が
行
わ
れ
始
め
た

と
す
る
仁
明
天
皇
、
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
の
年
号
に
よ
る
と
も
い
い
、
ま

た
、
室
町
幕
府
で
用
い
た
宗
銭
、
嘉
定
通
宝
に
よ
る
と
も
い
う
。（
略
）
②
江

戸
幕
府
年
中
行
事
の
一
つ
。
陰
暦
六
月
十
六
日
、
将
軍
が
大
広
間
に
出
て
、

目め
み
え見

以
上
の
士
に
菓
子
一
種
ず
つ
を
賜
う
式
」
と
あ
る
。

29『
嘉
定
私
記
』
に

よ
れ
ば
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
例
（
十
一
代
家
斉
）
で
は
、
江
戸
城

の
大
広
間
に
二
万
個
を
こ
え
る
嘉
祥
菓
子
八
種
が
並
べ
ら
れ
た
。
そ
の
内
訳

は
「
御
菓
子
惣
数
千
六
百
拾
貮
膳　

一
饅
頭
三
ッ
盛　

百
九
十
六
膳　

一
羊

羹
五
切
盛　

一
九
四
膳　

一
鶉
焼
五
ッ
盛　

二
百
八
膳　

一
阿
古
屋
拾
二
盛　

二
百
八
膳　

一
金
飩
拾
五
盛　

二
百
八
膳　

一
寄
水
三
拾
盛　

二
百
八
膳　

一

平
麩
五
ッ
盛　

一
九
四
膳　

一
熨
計
二
拾
五
筋
盛　

一
九
六
膳
」
と
あ
り
、
こ

れ
を
大
広
間
二
の
間
の
下
の
方
に
「
竪
二
拾
七
膳　

横
二
拾
六
膳
」
並
べ
、
同

三
の
間
の
上
の
方
に
「
竪
三
拾
五
膳　

横
二
拾
六
膳
」
を
並
べ
て
見
張
り
番
も

つ
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）
阿
部
備
中
守
正
次
。『
茶
会
集
』
の
中
で
は
「
阿
部
豊
後
守
正
次
」
と
し
て

い
る
が
誤
記
。『
毛
利
家
記
』
で
は
「
阿
部
備
中
守
」
と
記
す
。

　

武
蔵
国
岩
槻
藩
主
。
生
没
年
は
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
～
正
保
四
年

（
一
六
四
七
）
十
一
月
十
四
日
。
阿
部
正
勝
の
長
子
。
初
名
は
正
成
。
幼
名
は

徳
千
代
、
善
九
郎
。
官
職
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
御
書
院
番
頭
と
な
り
、

同
年
従
五
位
下
備
中
守
に
叙
任
。
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
大
坂
城
番
と
な

り
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
従
四
位
下
に
進
む
。
徳
川
家
康
に
近
侍
し
て
い

た
が
、
大
坂
の
陣
に
は
秀
忠
に
従
い
戦
功
を
あ
げ
る
。
阿
部
備
中
守
正
次
の
茶

に
関
す
る
記
述
は
『
徳
川
実
記
』
の
中
で
は
特
筆
さ
れ
る
も
の
は
な
い
が
、
後

述
す
る
永
井
信
濃
守
尚
政
、
堀
田
加
賀
守
正
盛
、
柳
生
但
馬
守
宗
矩
等
と
共
に

秀
忠
・
家
光
の
茶
会
の
相
伴
客
と
し
て
名
前
が
あ
が
る
こ
と
も
あ
る
。

（
52
）
永
井
信
濃
守
尚
政
『
茶
会
集
』
の
中
で
は
「
永
井
美
濃
守
尚
政
」
と
し
て

い
る
が
誤
記
。『
毛
利
家
記
』
で
は
「
永
井
信
濃
守
」
と
記
す
。
生
没
年
は
天

正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
～
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）。
徳
川
家
康
に
近
侍
し

た
永
井
直
勝
の
長
子
。
通
称
、
伝
八
郎
。
母
は
阿
部
正
勝
の
娘
。
譜
代
大
名
で

あ
り
、
官
位
は
信
濃
守
、
老
職
（
老
中
）。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）、
父
と
共

に
関
ケ
原
の
戦
い
に
従
軍
し
、
慶
長
七
年
、
秀
忠
の
側
近
と
な
る
。
元
和
八
年

（
一
六
二
二
）、
将
軍
秀
忠
の
も
と
で
老
職
と
な
っ
た
が
、
翌
九
年
、
秀
忠
が
将

軍
職
を
退
き
西
ノ
丸
に
移
っ
た
た
め
、
土
井
利
勝
・
井
上
正
就
と
共
に
西
ノ
丸

老
職
と
な
っ
た
。『
徳
川
実
記
（
大
猷
院
記
）』
に
は
秀
忠
・
家
光
の
関
わ
る
茶

会
の
記
録
に
尚
政
の
名
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
列
記
す
る
。

①
寛
永
五
年
九
月
十
四
日
条
「
西
城
に
な
ら
せ
給
ふ
。
尾
張
大
納
言
義
直
卿
。

水
戸
中
納
言
頼
房
卿
。
藤
堂
和
泉
守
高
虎
陪
し
奉
る
。
永
井
信
濃
守
尚
政
む

か
へ
奉
り
て
。
御
茶
室
へ
わ
た
ら
せ
る
。（
略
）
大
御
所
（
秀
忠
）
御
手
前

の
御
茶
を
進
ら
せ
ら
れ
」

②
寛
永
七
年
四
月
九
日
条
「
西
城
に
な
ら
せ
ら
れ
御
茶
事
あ
り
。
永
井
信
濃
守

尚
政
御
迎
に
出
て
。
御
数
寄
屋
へ
導
き
奉
る
。
紀
伊
亞
相
頼
宜
卿
。
水
戸
黄

門
頼
房
卿
。
丹
羽
宰
相
長
重
。
立
花
飛
騨
守
宗
茂
陪
し
奉
る
。
御
花
。
御
炭

も
大
御
所
遊
ば
さ
る
」

③
寛
永
九
年
十
一
月
廿
二
日
条
「
二
丸
御
茶
室
に
て
。
三
家
に
御
茶
を
賜
ふ
。

井
伊
掃
部
頭
直
孝
。
松
平
下
總
守
忠
明
も
こ
れ
に
加
は
る
。（
略
）
永
井
信
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濃
守
尚
政
は
薄
茶
つ
か
ま
つ
る
」

④
寛
永
十
三
年
四
月
三
日
条
「
こ
と
は
て
ゝ
品
川
東
海
寺
へ
な
ら
せ
ら
れ
。
永

井
信
濃
守
尚
政
御
茶
を
獻
ず
」

⑤
寛
永
十
三
年
七
月
十
日
条
「
尾
紀
水
の
三
卿
を
二
丸
茶
寮
に
招
き
た
ま
ひ
。

御
茶
給
は
る
。
毛
利
甲
斐
守
秀
元
。
立
花
飛
騨
守
宗
茂
も
伴
食
せ
し
め
ら

れ
。（
略
）
永
井
信
濃
守
尚
政
御
名
代
と
し
て
。
點
茶
つ
か
ふ
ま
つ
る
に
よ

り
。
御
衣
幷
上
下
を
給
は
る
」

⑥
寛
永
一
五
年
八
月
六
日
条
「
品
川
の
御
殿
に
て
。
永
井
信
濃
守
尚
政
茶
を
獻

じ
。
靑
江
の
刀
を
さ
ゝ
ぐ
。
尚
政
に
も
御
馬
に
皆
具
そ
へ
て
賜
ふ
」

⑦
寛
永
十
五
年
十
二
月
十
一
日
条
「
土
井
大
炊
頭
利
勝
別
墅
に
な
ら
せ
給
ひ
。

数
寄
屋
に
て
御
茶
奉
る
。
立
花
宗
成
入
道
立
斎
。
永
井
信
濃
守
尚
政
。
堀
田

加
賀
守
正
盛
御
相
伴
つ
か
ふ
ま
つ
る
」

⑧
寛
永
十
六
年
正
月
十
六
日
条
「
こ
の
日
永
井
信
濃
守
尚
政
二
丸
に
お
い
て
御

茶
を
獻
じ
。
猿
楽
二
番
あ
り
」

⑨
寛
永
十
七
年
九
月
廿
八
日
条
「
月
次
拝
賀
例
の
ご
と
し
。（
略
）
こ
の
日
永

井
信
濃
守
尚
政
二
丸
に
於
て
御
茶
を
獻
ず
」

⑩
寛
永
十
七
年
十
月
九
日
条
「
堀
田
加
賀
守
正
盛
が
別
業
に
な
ら
せ
ら
れ
。
正

盛
御
茶
を
獻
ず
。
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
。
永
井
信
濃
守
尚
政
。
柳
生
但
馬
守
宗

矩
御
相
伴
た
り
」

⑪
寛
永
十
七
年
十
一
月
三
日
条
「
雨
中
御
消
閑
の
た
め
と
数
寄
屋
に
な
ら
せ
ら

れ
御
挿
花
あ
り
。
堀
田
加
賀
守
正
盛
。
永
井
信
濃
守
尚
政
。
青
山
大
蔵
少
輔

幸
成
。
内
藤
伊
賀
守
忠
重
。
牧
野
内
匠
頭
信
成
。
柳
生
但
馬
守
宗
矩
。
大
目

付
加
々
爪
民
部
少
輔
忠
澄
こ
れ
に
あ
づ
か
る
」

⑫
寛
永
十
七
年
十
一
月
十
六
日
条
「
午
後
（
略
）
永
井
信
濃
守
尚
政
。
内
藤
伊

賀
守
忠
重
。
牧
野
内
匠
頭
信
成
。
柳
生
但
馬
守
宗
矩
。
作
事
奉
行
船
越
三
郎

四
郎
長
景
。
使
番
多
賀
左
近
常
長
を
め
し
て
廻
り
花
。
廻
り
炭
あ
り
。
僧
澤

庵
も
こ
れ
に
あ
づ
か
る
」

⑬
寛
永
十
七
年
十
二
月
十
四
日
条
「
永
井
信
濃
守
尚
政
西
城
に
て
御
茶
を
獻

ず
」

⑭
寛
永
十
七
年
十
二
月
廿
六
日
条
「
品
川
御
殿
に
て
。
永
井
信
濃
守
尚
政
御
茶

を
獻
ず
。
則
包
の
御
刀
を
給
ふ
。
尚
政
も
信
國
の
刀
を
獻
ず
」

⑮
寛
永
十
八
年
三
月
朔
日
条
「
未
後
西
城
に
な
ら
せ
ら
れ
。
永
井
信
濃
守
尚
政

御
茶
を
獻
ず
。
よ
て
御
刀
給
ふ
」

⑯
寛
永
十
八
年
六
月
廿
八
日
条
「
こ
の
日
西
城
に
な
ら
せ
ら
れ
。
永
井
信
濃
守

尚
政
御
茶
を
獻
ず
」

⑰
寛
永
十
八
年
八
月
廿
八
日
条
「
こ
の
日
永
井
信
濃
守
尚
政
西
城
に
て
御
茶
を

獻
ず
」

⑱
正
保
元
年
五
月
廿
九
日
条
「
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
が
別
墅
の
新
亭
經
營
せ
し
か

ば
。
御
覧
あ
る
べ
し
と
て
臨
駕
し
給
ふ
。
か
の
亭
に
て
御
茶
を
獻
ず
。
永
井

信
濃
守
尚
政
。
板
倉
周
防
守
重
宗
。
柳
生
但
馬
守
宗
矩
御
相
伴
に
候
し
」

⑲
正
保
元
年
七
月
廿
八
日
条
「
二
丸
御
茶
室
に
て
御
風
呂
の
御
茶
あ
り
。
尾
紀

水
の
三
卿
幷
毛
利
甲
斐
守
秀
元
。
井
伊
掃
部
頭
直
孝
召
れ
て
こ
れ
を
給
ふ
。

御
茶
は
永
井
信
濃
守
尚
政
御
名
代
と
し
て
是
を
つ
か
ふ
ま
つ
り
。
其
席
に
の

ぞ
ま
せ
給
ひ
御
茶
め
し
上
ら
れ
。
け
ふ
は
筑
紫
よ
り
い
で
た
る
茶
入
を
は
じ

め
て
用
ひ
さ
せ
た
ま
ふ
。（
略
）
此
日
信
濃
守
尚
政
は
御
名
代
と
し
て
。
點

茶
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
に
よ
り
。
御
衣
幷
肩
衣
袴
を
給
ふ
」

⑳
正
保
元
年
八
月
廿
五
日
条
「
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
が
牛
込
の
別
業
に
な
ら
せ
ら

れ
。
茶
室
に
て
御
茶
奉
る
。
阿
部
備
中
守
正
次
。
永
井
信
濃
守
尚
政
。
柳
生

但
馬
守
宗
矩
御
相
伴
に
伺
候
す
」

㉑
正
保
元
年
十
月
九
日
条
「
山
里
の
御
茶
室
に
て
毛
利
甲
斐
守
秀
元
御
茶
を
獻

ず
。
堀
田
加
賀
守
正
盛
。
阿
部
備
中
守
正
次
。
永
井
信
濃
守
尚
政
。
柳
生
但

馬
守
宗
矩
御
相
伴
つ
か
ふ
ま
つ
る
」（
茶
会
３
）

㉒
正
保
元
年
十
月
廿
三
日
条
「
二
丸
御
茶
室
に
て
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
。
阿
部
備

中
守
正
次
へ
御
茶
を
給
ふ
。
永
井
信
濃
守
尚
政
。
柳
生
但
馬
守
宗
矩
も
是
に

加
は
る
」

㉓
正
保
元
年
十
月
廿
七
日
条
「
二
丸
御
茶
室
に
て
永
井
信
濃
守
尚
政
御
茶
を
獻
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ず
。
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
。
阿
部
備
中
守
正
次
。
柳
生
但
馬
守
宗
矩
御
相
伴
た

り
。
尚
政
よ
り
備
前
元
重
の
獻
じ
。
靑
江
の
御
刀
を
賜
は
る
」

㉔
正
保
三
年
七
月
廿
七
日
条
「
尾
張
亞
相
辭
見
あ
り
。
二
丸
御
茶
室
に
て
御
茶

を
給
ふ
。
水
戸
黄
門
幷
毛
利
甲
斐
守
秀
元
。
保
科
肥
後
守
正
之
相
伴
た
り
。

御
花
は
手
づ
か
ら
あ
そ
ば
さ
れ
。
御
茶
は
御
名
代
と
し
て
。
永
井
信
濃
守
尚

政
恩
賜
の
肩
衣
。
袴
を
着
し
て
つ
か
ふ
ま
つ
る
。（
略
）
今
日
御
み
ず
か
ら

御
茶
點
じ
給
ふ
べ
し
と
雖
も
。
御
手
に
な
や
み
ま
し
ま
す
ゆ
え
尚
政
に
命
ぜ

ら
れ
し
旨
な
り
」

㉕
正
保
四
年
五
月
廿
八
日
条
「
紀
伊
大
納
言
頼
宣
卿
辭
見
あ
り
。
二
丸
に
て
饗

せ
ら
る
。
毛
利
甲
斐
守
秀
元
。
保
科
肥
後
守
正
之
。
井
伊
掃
部
頭
直
孝
相
伴

さ
る
。
御
饗
は
て
ゝ
御
茶
室
に
て
御
茶
を
給
ふ
。
永
井
信
濃
守
尚
政
名
代
と

し
て
。
恩
賜
の
肩
衣
袴
を
着
し
茶
を
點
ず
」

㉖
正
保
四
年
十
月
十
六
日
条
「
け
ふ
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
牛
込
の
別
墅
に
な
ら
せ

ら
る
。
忠
勝
口
切
の
茶
を
獻
ず
。（
略
）
次
に
茶
室
に
わ
た
ら
せ
給
ひ
。
永

井
信
濃
守
尚
政
伴
食
し
奉
る
」

（
53
）
堀
田
加
賀
守
正
盛　

江
戸
時
代
前
期
の
大
名
。
生
没
年
は
慶
長
十
三
年

（
一
六
〇
八
）
～
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）。
家
光
に
殉
死
し
た
。
通
称
は
三
四

郎
。
父
は
旗
本
堀
田
正
吉
、
母
は
稲
葉
正
成
の
娘
。
妻
は
大
老
酒
井
忠
勝
の

娘
。
春
日
局
は
義
理
の
祖
母
に
あ
た
る
。
元
和
六
年
よ
り
家
光
に
仕
え
、
武
蔵

国
川
越
藩
主
、
信
濃
国
松
本
藩
主
を
歴
任
し
た
後
、
下
總
国
佐
倉
藩
主
と
な

る
。
官
位
は
出
羽
守
、
加
賀
守
、
老
中
。
堀
田
正
盛
邸
に
は
家
光
に
よ
る
度
重

な
る
渡
御
が
あ
っ
た
こ
と
が
徳
川
実
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
。
渡
御
の
あ
っ
た
日

付
は
以
下
に
示
す
。
寛
永
十
四
年
七
月
廿
四
日
、
同
年
八
月
十
四
日
、
同
年
同

月
十
九
日
、
同
年
九
月
二
日
、
寛
永
十
五
年
十
一
月
六
日
、
寛
永
十
七
年
正
月

十
三
日
、
同
年
同
月
廿
一
日
、
同
年
三
月
廿
九
日
、
同
年
四
月
十
日
、
同
年
五

月
廿
一
日
、
同
年
六
月
三
日
、
同
年
八
月
五
日
、
同
年
同
月
九
日
、
同
年
同
月

十
九
日
、
同
年
十
月
九
日
、
同
年
十
一
月
七
日
、
同
年
同
月
廿
七
日
、
同
年

十
二
月
十
六
日
、
寛
永
十
八
年
正
月
十
六
日
、
同
年
二
月
十
四
日
、
同
年
九
月

廿
八
日
、
同
年
十
月
十
五
日
、
同
年
十
二
月
七
日
、
同
年
同
月
八
日
、
寛
永

十
九
年
正
月
廿
二
日
、
同
年
二
月
十
二
日
、
同
年
同
月
二
十
七
日
、
同
年
三
月

二
十
五
日
、
同
年
四
月
九
日
、
同
年
五
月
十
二
日
、
同
年
六
月
朔
日
、
同
年
同

月
十
八
日
、
同
年
七
月
十
二
日
、
同
年
八
月
五
日
、
同
年
九
月
十
日
、
同
年
九

月
七
日
、
同
年
同
月
二
十
八
日
、
同
年
十
年
十
六
日
、
同
年
十
一
月
五
日
、
同

年
十
二
月
六
日
、
同
年
十
二
月
廿
七
日
、
寛
永
二
十
年
正
月
四
日
、
同
年
二
月

十
二
日
、
同
年
三
月
廿
七
日
、
同
年
四
月
廿
一
日
、
同
年
五
月
五
日
、
同
年
六

月
廿
一
日
、
同
年
七
月
廿
二
日
、
同
年
八
月
十
三
日
、
同
年
同
月
廿
七
日
、
同

年
九
月
十
日
、
同
年
十
月
十
九
日
、
同
年
十
一
月
廿
九
日
、
同
年
十
二
月
十
八

日
、
正
保
元
年
正
月
四
日
、
同
年
二
月
八
日
、
同
年
同
月
十
八
日
、
同
年
三
月

十
五
日
、
同
年
四
月
朔
日
、
同
年
四
月
廿
一
日
、
同
年
四
月
廿
八
日
、
同
年
五

月
十
二
日
、
同
年
六
月
朔
日
、
同
年
六
月
十
四
日
、
同
年
七
月
廿
三
日
、
同
年

八
月
九
日
、
同
年
八
月
晦
日
、
同
年
十
二
月
二
十
五
日
、
同
年
同
月
二
十
七

日
、
正
保
二
年
正
月
十
八
日
、
同
年
三
月
廿
九
日
、
同
年
十
一
月
十
九
日
、
正

保
三
年
十
一
月
廿
八
日
、
正
保
四
年
十
月
十
二
日
、
慶
安
二
年
十
月
廿
一
日
。

こ
れ
ら
の
渡
御
の
な
か
で
明
確
に
茶
の
湯
が
行
わ
れ
た
日
を
太
字
で
示
し
た
。

　

次
に
『
徳
川
実
記
』
の
中
の
堀
田
加
賀
守
正
盛
の
茶
の
湯
に
関
わ
る
記
述
を

あ
げ
る
。

①
寛
永
十
五
年
十
一
月
六
日
条
「
堀
田
加
賀
守
正
盛
の
邸
宅
へ
な
ら
せ
た
ま

ふ
。
ま
づ
数
寄
屋
に
な
ら
せ
給
ひ
。
井
伊
掃
部
頭
直
孝
。
立
花
宗
茂
入
道
立

齋
。
土
井
大
炊
頭
利
勝
御
相
伴
に
伺
候
す
」

②
寛
永
十
七
年
九
月
十
六
日
条
「
品
川
の
御
殿
に
て
。
毛
利
甲
斐
守
秀
元
御
茶

奉
る
（
茶
会
２
）。（
略
）
け
さ
よ
り
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
。
堀
田
加
賀
守
正

盛
。
松
平
伊
豆
守
信
綱
。
安
部
對
馬
守
重
次
は
御
先
に
ま
か
り
万
事
を
沙
汰

す
」

③
寛
永
十
七
年
十
月
九
日
条
「
堀
田
加
賀
守
正
盛
が
別
業
に
な
ら
せ
ら
れ
。
正

盛
御
茶
を
獻
ず
。
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
。
永
井
信
濃
守
尚
政
。
柳
生
但
馬
守
宗

矩
御
相
伴
た
り
」
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④
寛
永
二
十
年
正
月
四
日
条
「
堀
田
加
賀
守
正
盛
か
別
墅
に
立
ち
よ
ら
せ
給

ひ
。
正
盛
茶
を
獻
ず
」

⑤
同
年
四
月
十
四
日
条
「
二
丸
に
な
ら
せ
ら
れ
て
。
堀
田
加
賀
守
正
盛
。
柳
生

但
馬
守
宗
矩
。
并
に
東
海
寺
澤
庵
御
茶
を
賜
ふ
」

⑥
同
年
同
月
十
七
日
条
「
二
丸
に
て
堀
田
加
賀
守
正
盛
御
茶
を
獻
ず
。
ま
た
猿

楽
催
さ
れ
。
大
僧
正
天
海
見
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
る
」

⑦
正
保
元
年
七
月
廿
三
日
条
「
午
刻
堀
田
加
賀
守
正
盛
浅
草
別
業
に
な
ら
せ
給

ひ
。
新
造
の
茶
亭
に
て
御
茶
を
獻
ず
」

⑧
同
年
十
二
月
二
十
五
日
条
「
堀
田
加
賀
守
正
盛
浅
草
の
別
墅
に
な
ら
せ
ら
れ

御
茶
を
獻
ず
」

⑨
正
保
二
年
十
一
月
十
九
日
条
「
堀
田
加
賀
守
正
盛
浅
草
別
墅
に
な
ら
せ
ら

れ
。
茶
室
に
て
御
茶
獻
る
。
御
相
伴
は
毛
利
甲
斐
守
秀
元
な
り
」

（
54
）
柳
生
但
馬
守　

柳
生
但
馬
守
宗
矩　

江
戸
時
代
前
期
の
大
名
。
剣
術
家
。

柳
生
藩
の
祖
。
生
没
年
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
～
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）

三
月
二
六
日
。
柳
生
石
舟
斎
宗
厳
（
せ
き
し
ゅ
う
さ
い
む
ね
よ
し
）
の
五
男
と

し
て
、
大
和
国
添
上
郡
柳
生
に
生
ま
れ
る
。
初
名
は
新
左
衛
門
、
通
称
は
又
右

衛
門
。
母
は
興
原
助
豊
の
娘
。
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）、
家
康
に
新
陰
流
を

披
露
し
て
認
め
ら
れ
、
旗
本
の
士
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
関
ヶ
原

の
戦
い
の
功
に
よ
り
、
柳
生
の
旧
領
を
回
復
す
る
。
ま
た
、
世
子
秀
忠
の
兵

法
指
南
役
と
な
り
、
や
が
て
新
陰
流
が
将
軍
家
の
御
流
儀
と
な
る
。
元
和
七

年
（
一
六
二
一
）
世
子
家
光
の
兵
法
師
範
と
な
り
、
厚
い
信
任
を
受
け
総
目
付

（
後
の
大
目
付
）
と
し
て
諸
大
名
の
監
察
役
と
な
っ
た
。
官
位
は
従
五
位
下
但

馬
守
、
総
目
付
。
死
後
、
従
四
位
下
を
追
贈
さ
れ
た
。『
玉
成
衆
』『
兵
法
家
伝

書
』
を
著
し
た
。

　

柳
生
但
馬
守
宗
矩
邸
に
は
家
光
に
よ
る
度
重
な
る
渡
御
が
あ
っ
た
こ
と
が

『
徳
川
実
記
』
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
日
付
は
以
下
に
示
す
。
寛
永
十
三
年

十
二
月
十
日
、
寛
永
十
四
年
九
月
十
六
日
、
同
年
十
月
二
十
七
日
、
同
年
十
一

月
六
日
、
寛
永
十
五
年
二
月
十
日
、
同
年
十
一
月
十
三
日
、
寛
永
十
六
年
五
月

廿
九
日
、
同
年
十
月
廿
七
日
、
同
年
閏
十
一
月
二
日
、
同
年
十
二
月
七
日
、
同

年
十
二
月
廿
一
日
、
寛
永
十
七
年
正
月
八
日
、
同
年
二
月
廿
八
日
、
同
年
三
月

十
六
日
、
同
年
六
月
廿
五
日
、
同
年
七
月
十
一
日
、
同
年
十
月
九
日
、
同
年
同

月
十
二
日
、
同
年
十
二
月
八
日
、
寛
永
十
八
年
十
月
廿
日
、
寛
永
十
九
年
二
月

廿
五
日
、
同
年
五
月
十
三
日
、
同
年
九
月
十
三
日
、
寛
永
二
十
年
三
月
廿
二

日
、
同
年
五
月
十
二
日
、
同
年
七
月
二
日
、
同
年
十
月
廿
七
日
、
正
保
元
年
三

月
十
六
日
、
同
年
六
月
十
日
、
同
年
十
一
月
七
日
、
正
保
二
年
閏
五
月
六
日
、

正
保
三
年
二
月
三
日
、
同
年
三
月
三
日
。
こ
れ
ら
の
渡
御
の
な
か
で
明
確
に
茶

の
湯
が
行
わ
れ
た
日
を
太
字
で
示
し
た
。

　

ま
た
、『
徳
川
実
記
（
大
猷
院
記
）』
に
は
秀
忠
・
家
光
の
関
わ
る
茶
会
の
記

録
に
柳
生
宗
矩
の
名
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
列
記
す
る
。

①
寛
永
十
五
年
十
一
月
十
三
日
条
「
柳
生
但
馬
守
宗
矩
別
墅
に
な
ら
せ
給
う

ふ
。
数
寄
屋
に
わ
た
ら
せ
給
ひ
。
御
相
伴
は
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
。
永
井
信
濃

守
尚
政
。
堀
田
加
賀
守
正
盛
つ
か
ふ
ま
つ
り
。
御
茶
蓽
て
（
略
）」

②
寛
永
十
六
年
八
月
十
八
日
条
「
二
丸
よ
り
西
城
に
わ
た
ら
せ
給
ひ
御
灸
あ

り
。
数
寄
屋
に
て
柳
生
但
馬
守
宗
矩
茶
を
獻
ず
。
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
。
板
倉

周
防
守
重
宗
伴
食
し
奉
る
」

③
寛
永
十
六
年
十
二
月
廿
一
日
条
「
澁
谷
邊
へ
な
ら
せ
ら
れ
。
柳
生
但
馬
守
宗

矩
が
も
と
に
立
ち
よ
ら
せ
給
ひ
茶
宴
あ
り
。
細
川
越
中
守
忠
利
。
毛
利
甲
斐

守
秀
元
。
有
馬
玄
蕃
頭
豊
氏
俄
に
召
れ
お
相
伴
に
伺
候
し
」

④
寛
永
十
七
年
十
月
九
日
条
「
堀
田
加
賀
守
正
盛
が
別
業
に
な
ら
せ
ら
れ
。
正

盛
御
茶
を
獻
ず
。
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
。
永
井
信
濃
守
尚
政
。
柳
生
但
馬
守
宗

矩
御
相
伴
た
り
」

⑤
寛
永
十
七
年
十
月
廿
日
条
「
品
川
へ
な
ら
せ
ら
れ
。
か
し
こ
の
御
殿
に
て
澤

庵
御
茶
を
獻
ず
。
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
。
永
井
信
濃
守
尚
政
。
柳
生
但
馬
守
宗

矩
相
伴
た
り
。
御
か
へ
さ
の
道
よ
り
御
使
も
て
澤
庵
に
。
瀬
戸
尻

の
茶
入

を
た
ま
ふ
」

⑥
寛
永
十
七
年
十
一
月
三
日
条
「
雨
中
御
消
閑
の
た
め
と
て
数
寄
屋
に
な
ら
せ
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ら
れ
御
花
あ
り
。
堀
田
加
賀
守
正
盛
。
永
井
信
濃
守
尚
政
。
青
山
大
蔵
少
輔

幸
成
。
内
藤
伊
賀
守
忠
重
。
牧
野
内
匠
頭
信
成
。
柳
生
但
馬
守
宗
矩
。
大
目

付
加
々
爪
民
部
少
輔
忠
澄
こ
れ
に
あ
づ
か
る
」

⑦
寛
永
十
七
年
十
一
月
十
六
日
条
「
午
後
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
別
業
に
な
ら
せ
ら

れ
。
鞭
打
御
覧
の
後
。
永
井
信
濃
守
尚
政
。
内
藤
伊
賀
守
忠
重
。
牧
野
内
匠

頭
信
成
。
柳
生
但
馬
守
宗
矩
。
作
事
奉
行
船
越
三
郎
四
郎
永
景
。
使
番
多
賀

左
近
常
長
を
め
し
て
廻
り
花
。
廻
り
炭
あ
り
。
僧
澤
庵
も
こ
れ
に
あ
づ
か

る
」

⑧
寛
永
十
七
年
十
二
月
八
日
条
「
柳
生
但
馬
守
宗
矩
が
別
業
に
な
ら
せ
ら
れ
。

剣
法
試
み
給
ふ
。
又
茶
宴
あ
り
」

⑨
寛
永
二
十
年
四
月
十
四
日
条
「
二
丸
に
な
ら
せ
ら
れ
て
。
堀
田
加
賀
守
正

盛
。
柳
生
但
馬
守
宗
矩
并
に
東
海
寺
澤
庵
御
茶
を
賜
ふ
」

⑩
正
保
元
年
四
月
十
三
日
条
「
未
後
二
丸
に
て
柳
生
但
馬
守
宗
矩
を
召
て
御
挿

花
あ
り
」

⑪
正
保
元
年
五
月
廿
九
日
条
「
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
が
別
墅
の
新
亭
経
営
せ
し
か

ば
。
御
覧
あ
る
べ
し
と
て
臨
駕
し
給
ふ
。
か
の
亭
に
て
御
茶
を
獻
ず
。
永
井

信
濃
守
尚
政
。
板
倉
周
防
守
重
宗
。
柳
生
但
馬
守
宗
矩
御
相
伴
に
候
し
」

⑫
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狩
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⑬
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茶
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廿
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永
井
信
濃
守
尚
政
。
柳
生
但
馬
守
宗
矩
も
是
に

加
は
る
」

⑮
正
保
元
年
十
月
廿
七
日
条
「
二
丸
お
茶
室
に
て
永
井
信
濃
守
尚
政
御
茶
を
獻

ず
。
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
。
安
部
備
中
守
正
次
。
柳
生
但
馬
守
宗
矩
御
相
伴
た

り
」

⑯
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摩
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辞本

研
究
を
行
う
に
あ
た
り
、
史
料
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
名
古
屋
市

蓬
左
文
庫
の
皆
様
に
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ま
た
翻
刻
を
行
う
に
あ
た
り
ご
指
導
を
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た
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会
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。
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